
 

 

 

 

 
 

日 時：令和元年 6月 9 日(日) アナウンス・朗読部門 準決勝 8：50～16：30 
 

    令和元年 6月 16 日(日) アナウンス・朗読部門 決 勝  

                番組部門・研究発表部門 

※ 9 日、16 日ともに 8:20 から会場設営を行います。大分市内の学校は協力をお願いします 

 

会 場：明日香美容文化専門大学校（大分市東大道 1丁目４番２２号） 
 

主 催：大分県高等学校文化連盟 
 

共 催：ＮＨＫ大分放送局 
 

後 援：大分県教育委員会  大分合同新聞社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【当日持参するもの】 

6 月 9 日（月） アナウンス・朗読部門準決勝 

       ・大会冊子   ・アナウンス部門…原稿８部  ・朗読部門…原稿８部 

       ・大会参加申込書（公印を押したもの） 

6 月 16 日(日) アナウンス・朗読部門決勝、テレビ番組・ラジオ番組 

       ・大会冊子   ・アナウンス部門…原稿 14 部  ・朗読部門…原稿 14部 

※会場に駐車場はありません。公共交通機関を利用して下さい。 

第 66 回     杯 

全国高校放送コンテスト 第 53 回大分県大会 

8：50～16：30 



 

■令和元年度 第 66 回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト第 53 回大分県大会（アナウンス・朗読準決勝） 

6 月 9 日（日） 8:20～   会場設営（大分市内の高校） 

8:50～9:20 受付：大分舞鶴６人（受付・抽選）・大分上野丘６人（仕分け） 

9:30～9:50 役員・来賓・審査員打ち合わせ…６０３・６０４教室 

 

※当日は同じ建物内で明日香国際ブライダル・ホテル観光専門学校のオープンキャンパスが行われています。 

   オープンキャンパスの参加者に迷惑をかけないよう、発声部屋以外での声出しは行わないで下さい。 

 

 (10Ｆ)スタジオアスカ大ホール (6Ｆ)601・602 教室 (8Ｆ)カット＆ブロールーム 

      

9:50 

 

10:30 

 

 

12:30 

13:00 

 

 

14:10 

15:20 

   

 

 

 

 

 

発声練習・生徒控室 

開会式 ※ＰＡ準備－大分南 

9:50～10:20 
※ＰＡ準備－大分高校 

アナウンス部門準決勝 

 ５０名（1番～50 番） 

10:30～12:30 

朗読部門準決勝Ａ 

 ３９名（１番～39 番） 

10:30～12:30 

昼休み 

朗読部門準決勝Ｂ 

３８名（40 番～77 番） 

13:00～15:00 

朗読部門準決勝Ｃ 

３８名（78 番～115 番） 

13:00～15:00 

審査休憩 15:00～16:00 

閉会式 

     16:00～16:30 
 

会場進行 古原 古長  

常任審査員 古原・後藤 古長・首藤  

顧問審査員 各部門 3名 各部門 3名  

集 計 池田耕 

回収・裁断 （午前）杵築 2名・（午後）臼杵 2名 

原稿計時 
午前：大分豊府 2名 

午後：別府鶴見丘 2名 

午前：大分雄城台 2名 

午後：大分商業 2名 
 

機器設営・操作 大石・池田慶 後藤・加藤  

【機材準備】後藤 … 601･602教室用マイク・ＰＡ 

    （ｷｬﾉﾝ3P(ｵｽ-ﾒｽ)20m×4本,SM58_4本，YAMAHAＰＡセット,ﾏｲｸｽﾀﾝﾄﾞ2本,卓上ｽﾀﾝﾄﾞ2本） 

【審査用紙印刷】斎藤    【合同新聞賞状】後藤    【記念楯注文】古原 

【お弁当注文】池田耕 

 

顧問審査員 ※上記の常任審査員を加えた５名で審査します。 

朗読Ａ － 橘 美和子（杵築），木部 武志（大分雄城台），五十川 靖浩（佐伯鶴城） 

朗読Ｂ － 五十川 文代（大分西），嶋田 寿之(玖珠美山)，藤原 理(国東)  

朗読Ｃ － 佐藤 あづみ（大分鶴崎），岡﨑 浩晴（昭和学園），前田 純子(由布) 

アナ － 河野 容子（臼杵），亀井 涼子（大分上野丘），麻生 英治（三重総合） 

 

■参加校で協力して運営をしています。すべての学校に審査員を一回はお願いしています。ご協力お願いします。 

■当日の引率顧問が上記と異なる場合も、その学校でお願いします。審査員の先生方にはお弁当を用意しております。 

■アクセント辞典を持参してください。 
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開会式              進行：古長 

１ 開会の言葉        ：古長 

２ 高文連放送専門部会長挨拶 :藤永 直也 

３ 高文連放送専門委員長挨拶 ：髙橋 

４ 常任委員＆審査員紹介   ：髙橋 

５ 諸注意                   ：古原 

   ○受付確認 

   ○廊下・階段を走ったり、話をしたりしないこと 

      ※審査会場に響きます 

   ○演技中は大ホール正面扉の開閉を禁止する 

   ○ごみは各自で持ちかえる  

   ○発表の場所・タイムテーブル確認 

   ○出演順に注意，出演前の５人は前に出て座る 

   ○クレジットは、 

     出演番号→氏名→（作者名・作品名） 

   ○発表中・演技中は静粛にお願いします 

   ○携帯電話の使用 

   ○施設利用について  発声部屋の整理整頓 

    

 

 

 

○マイクの使い方 

○マイク通しは、全員の機会を保証するものではありま

せん。進行の妨げにならない中で許可します。 

〇公共物を大切にする 

〇各部屋の備品に触らない      

○荷物の管理…貴重品は携行する 

〇他人の荷物に触れない 

○その他 

     来たときよりも美しく 

     各部屋の備品に触らない 

６ 閉式の言葉    ：古長 

 

 

閉会式           進行：古長 

１ 開会の言葉    ：古長  

２ 審査結果発表   ：髙橋 

３ 諸連絡      ：古原 

４ 閉会の言葉    ：古長 

 

 

 

 

■県大会番組審査 

   日 程 ６月１５日(土)  9:30～    

  会 場 大分県立大分南高等学校 福祉科地域交流室  ※審査員のみ出席 

 

  審査員   

   専門職審査員  山口 健一郎（ＮＨＫ大分放送局 放送部制作副部長） 

松井 督治（ＯＢＳ大分放送 メディア局長）  

工藤 健太（ＴＯＳテレビ大分 報道制作局制作部副部長） 
 
 

    常任委員 髙橋 智彦(大分上野丘)   池田 耕三(大分南) 

   大石 千春（別府鶴見丘）  加藤 史章(大分東) 

       後藤 章文(大分)    齋藤 龍一(大分舞鶴) 

     首藤 亜希子(大分商業) 
 

    顧問代表    秋吉 祐樹（大分豊府）   佐々木 剛（宇佐） 

    姫野 茂幸（安心院） 

 

※審査員の先生方にはお弁当を用意しております。 
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■令和元年度 第 66 回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト第 53 回大分県大会（全部門決勝） 

6 月 16 日（日） 8:20～    会場設営（大分市内の高校） 

8:50～9:20  受付：大分舞鶴６人（受付・抽選）・大分上野丘６人（仕分け） 

10:00～10:20 役員・来賓・審査員打ち合わせ…１１Ｆラウンジ 

16:30～17:00 全国大会出場校顧問打ち合わせ…１１Ｆラウンジ 

 

 (10Ｆ)スタジオアスカ大ホール (6Ｆ)601・602 教室 (8Ｆ)カット＆ブロールーム 

      

9:40 

 

10:00 

10:20 

 

12:10 

 

 

13:20 

 

14:20 

14:50 

 

15:40 

16:00 

 

 

※ＰＡ準備－大分南高校 ※ＰＡ準備－大分高校 

発声部屋・生徒控え室 

開会式  

9:40～10:00 
 

 ラジオドキュメント部門 8 作品 

10:00～11:00 朗読部門決勝 

     10:20～11:50 
創作ラジオドラマ部門 14 作品 

      11:00～13:00 
研究発表部門    2 校 

12:10～12:30 

昼 食 12:30～13:20 昼 食 13:00～13:20 

アナウンス部門決勝 

13:20～14:20 
テレビドキュメント部門 11 作品 

13:20～14:50 
プロジェクター…池田耕 

審査休憩 

 
創作テレビドラマ部門  6作品 

      14:50～15:40 

ＰＡ…後藤 

ＢＤプレイヤー…池田耕 

プロジェクター…池田耕 

 

講評 

閉会式   16:00～16:30 

成績発表 

会場運営 古原・古長 齋藤・池田慶  

常任審査員 古原・首藤・古長 ―  

顧問審査員 下記 ―  

集計 池田耕 ―  

回収・裁断 
午前：別府鶴見丘 

午後：杵築    
― 

 

原稿計時 
午前：大分東   

午後：大分豊府  
― 

 

機器設営操作 後藤・齋藤 池田慶・大石  

その他 （賞状準備）加藤   （審査用紙）斎藤    （研発準備）髙橋・後藤 

 

専門職審査員   富田 典保 （ＮＨＫ大分放送局 放送部チーフアナウンサー） 

         松井 督治 （ＯＢＳ大分放送 メディア局長） 

         小笠原 正典（ＴＯＳテレビ大分 報道制作局長兼アナウンス室長） 
  

顧問審査員    安藤 健二（別府翔青）  首藤 路子（大分）   姫野 義雄（芸術緑丘） 

         平島 恵（大分東明）   村上 聡子（大分舞鶴）              
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開会式              進行：古長 

１ 開会の言葉            ：古長 

２ 高文連放送専門委員長挨拶：藤永 直也 

３ 高文連放送専門委員長挨拶：髙橋 

審査員・役員紹介    ：髙橋 

４ 諸注意                 ：古原 

○受付確認 

○廊下・階段を走ったり、話をしたりしないこと 

  ※審査会場に響きます 

○演技中は大ホール正面扉の開閉を禁止する 

○ごみは各自で持ちかえる  

○発表の場所・タイムテーブル確認 

○出演順に注意，出演前の５人は前に出て座る 

○クレジットは、 

     出演番号→氏名→（作者名・作品名） 

〇番組部門は発表時に代表者が前に座り，学校名と 

タイトルを言う（出演順に注意） 

○発表中・演技中は静粛にお願いします 

○携帯電話の使用 

○施設利用について  発声部屋の整理整頓 

○マイクの使い方 

１○マイク通しは、全員の機会を保証するものではありま

せん。進行の妨げにならない中で許可します。 

〇公共物を大切にする 

〇各部屋の備品に触らない      

○荷物の管理…貴重品は携行する 

〇他人の荷物に触れない 

○その他 

来たときよりも美しく 

   各部屋の備品に触らない 

６ 閉式の言葉    ：古長 

 

講評：富田典保 

（ＮＨＫ大分放送局 チーフアナウンサー） 

 

閉会式           進行：古長 

１ 開会の言葉    ：古長 

２ 専門部会長挨拶  ：藤永 直也 

３ 審査結果発表   ：髙橋 

４ 表彰 

★表彰式係分担 

進行：古長   整列：加藤   賞状：斎藤 

楯：古原    BGM：池田慶   写真：後藤 

５ 諸連絡 

 〇ごみの持ち帰り 

 〇忘れ物 

 〇講評用紙 

 〇領収書 

 〇全国大会出場校顧問打ち合わせについて 

 〇記念撮影 

 〇その他 

 

 

■決勝課題・自分の原稿の後に続けて読む。（準決勝に課題はありません） 

☆アナウンス部門決勝課題（読点は一部省いてあるので工夫して読むこと） 
 

環境美化委員会からのお知らせです。環境美化委員会では毎月１回学校敷地内のごみ拾いを行って

います。現在環境美化委員と一緒に参加してくれる人を募集しています。参加希望者は６月２１日金曜

日終礼後、体操服に着替え軍手を持って事務室前に集合してください。 

 

 

☆朗読部門決勝課題 
 

「心配性だなあ」と政彦は笑って、お茶を啜
すす

った。俺の考え、間違ってないと思うんだけどな―― 

つぶやきを飲みくだすと、ミントの青くささが鼻に抜けた。 

   酸
す

っぱいような、苦いような、えぐみがあるような、ないような……ミントティーを旨
うま

いと思った

ことなど、一度もない。 

（重松清「かさぶたまぶた」） 
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■大会役員 

    大会会長    藤永 直也 （大分県高文連放送専門部会長） 

    常任委員    髙橋 智彦 （大分上野丘高校・大分県高文連放送専門部委員長） 

            池田 耕三 （大分南高校） 

            池田 慶宗 （高田高校） 

            大石 千春 （別府鶴見丘高校） 

加藤 史章 （大分東高校） 

         古長 真耶 （日田高校） 

         後藤 章文 （大分高校） 

         古原 真里子（中津北高校） 

         斎藤 龍一 （大分舞鶴高校） 

         首藤 亜希子（大分商業高校） 

 

 

■参加校 

・大分西   ・国東    ・由布    ・津久見   ・大分鶴崎  ・安心院 

・玖珠美山  ・三重総合  ・別府翔青  ・芸術緑丘  ・臼杵    ・昭和学園 

・佐伯鶴城  ・別府鶴見丘 ・大分    ・宇佐    ・大分豊府  ・日田 

・大分工業  ・高田    ・大分雄城台 ・大分上野丘 ・大分舞鶴  ・大分東 

・大分東明  ・中津北   ・大分南   ・大分商業  ・杵築 

以上29校  

 

 

■朗読指定作品 

 指定課題４作品から１作品を選び、朗読する。作品の脚色は一切認めない。 
 

   ①『芙蓉の人』 新田次郎 著（文春文庫） 

②『食べごしらえ おままごと』 石牟礼道子 著（中公文庫）  

③『羊と鋼の森』 宮下奈都 著（文春文庫） 

④『デーミアン』 ヘッセ 著／酒寄進一 訳（光文社古典新訳文庫） 

⑤『方丈記』 鴨長明 

 

注意：電子書籍不可。 

 ①は2014年新装版以降のものに限る。 

 ②は収録作品のいずれを選んでも良い。 

 ④は他の出版社・翻訳者のものは不可。 

 ⑤は現代語訳不可、出版社は問わない。 
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ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト全国大会～大分県高文連放送専門部の歩み～ 
 

アナウンス・朗読部門 

回数（年度）県回数 部 門 賞 氏 名 学 校 

第 23 回（1976）○10  アナウンス 1 位 小出 真由美 大分女子 

第 26 回（1979）○13  アナウンス 3 位 谷口 千波 大分女子 

第 27 回（1980）○14  アナウンス 4 位 安達 智子 大分舞鶴 

第 28 回（1981）○15  アナウンス 
2 位 安達 智子 大分舞鶴 

4 位 赤嶺 一代 三 重 

第 29 回（1982）○16  アナウンス 4 位 川面 江利子 安心院 

第 30 回（1983）○17  アナウンス 4 位 河野 留美子 大分舞鶴 

第 34 回（1987）○21  朗 読 4 位 麻生 有里 三 重 

第 36 回（1989）○23  朗 読 4 位 山木 彩子 大分女子 

第 39 回（1992）○26  アナウンス 3 位 木本 美穂 大分豊府 

第 40 回（1993）○27  朗 読 4 位 湯浅 千代美 森 

第 41 回（1994）○28  
アナウンス 4 位 増田 ゆか 大分舞鶴 

朗 読 4 位 安部 美穂子 大分上野丘 

第 45 回（1998）○32  アナウンス 優 良 戸高 尚子 佐伯鶴城 

第 46 回（1999）○33  
アナウンス 優 良 玉野井 雅美 大分東明 

朗 読 優 秀 後藤 祐樹 大分上野丘 

第 47 回（2000）○34  
アナウンス 

準優勝 森 郁江 三 重 

優 良 玉野井 雅美 大分東明 

朗 読 優 秀 高嶋 和代 大分南 

第 50 回（2003）○37  アナウンス 優 勝 永田 三佳 大 分 

第 52 回（2005）○39  朗 読 
優 良 小野 晋太朗 日出暘谷 

優 良 西岡 真央 大分舞鶴 

第 53 回（2006）○40  朗 読 優 良 後藤 さやか 大分上野丘 

第 55 回（2008）○42  朗 読 優 良 落合 亜耶 中津北 

第 56 回（2009）○43  
アナウンス 準優勝 新川 結子 大分雄城台 

朗 読 準優勝 青木 千尋 大分上野丘 

第 58 回（2011）○45  朗 読 優 良 高倉 和紀 大分南 

第 61 回（2014）○48  アナウンス 優 秀 宮本 真智 大分上野丘 

第 63 回（2016）○50  アナウンス 優 秀 河野 里都菜 大分上野丘 

第 65 回（2018）○52  アナウンス 優 勝 橋本 由紀 大分舞鶴 
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番組部門 

回数（年度）県回数 部 門 賞 タイトル 学 校 

第 19 回（1972）○6  ラジオ報道 2 位 この母の悲しみを 別府商業 

第 27 回（1980）○14  

ラジオ課題 3 位 ばんざい２３９日 大分女子 

ラジオ自由 
3 位 左折 ヨシヨシヨシ 中津南 

4 位 さけぶ 大分舞鶴 

第 30 回（1983）○17  ラジオ自由 4 位 小さな愛 大きな愛 三 重 

第 31 回（1984）○18  ラジオ自由 2 位 あと５日しか命がなかったら 大分女子 

第 34 回（1987）○21  ラジオ課題 2 位 腐ったキャベツ 大分女子 

第 38 回（1991）○25  

テレビ課題 4 位 新あまぎへの誘い 大分工業 

ラジオ課題 2 位 もっと強く生きたい 大分女子 

研究発表 4 位 福祉の心～開かずの扉を開けて～ 大分豊府 

第 39 回（1992）○26  研究発表 4 位 放送部活動の未来に向けて・・・ 大分豊府 

第 40 回（1993）○27  創作ラジオドラマ 3 位 墓場より愛をこめて 別府鶴見丘 

第 42 回（1995） テレビ課題 3 位 花のヨシモト剛の挑戦 大分舞鶴 

第 44 回（1997）○31  
テレビ番組第Ⅰ 優 良 艶（つや） 大 分 

創作ラジオドラマ 優 良 私のはじまり 別府鶴見丘 

第 45 回（1998）○32  
テレビ番組第Ⅰ 優 良 ぼくらの重戦車 大分舞鶴 

創作ラジオドラマ 優 良 ユミ 三 重 

第 46 回（1999）○33  
テレビ番組第Ⅱ 優 良 春よ、来い！ 大分舞鶴 

ラジオ番組第Ⅱ 優 良 少年たちは今 三 重 

第 47 回（2000）○34  ラジオドキュメント 優 良 炭の旋律 三 重 

第 49 回（2002）○36  創作ラジオドラマ 優 勝 夢魂列車 大分雄城台 

第 51 回（2004）○38  
ラジオドキュメント 優 良 八月一五日、戦争は終わらない・・・ 日出暘谷 

創作ラジオドラマ 準優勝 赤ちゃんは、我がママ！？ 大分南 

第 52 回（2005）○39  ラジオドキュメント 優 良 響け！サウンド・トライアングル 大分南 

第 53 回（2006）○40  ラジオドキュメント 優 勝 恋文～Mirror is your heart～ 中津北 

第 54 回（2007）○41  ラジオドキュメント 優 勝 Mt.Hachimen May 7th, 1945 中津北 

第 55 回（2008）○42  テレビドキュメント 優 勝 1.44 ㎡ 大分上野丘 

第 57 回（2010）○44  テレビドキュメント 
優 良 ぼくはくぼくん 大分雄城台 

優 良 ポロリ 大分上野丘 

第 60 回（2013）○47  ラジオドキュメント 準優勝 THE LIFE 大分上野丘 
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奨励 
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Ｒ１　Ｎコン県大会　アナウンス朗読エントリー一覧 2019/6/6

アナウンス部門

№ 学校名 氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 学年 性別 備考

1 大分県立大分西高等学校 後藤　優里 ｺﾞﾄｳ ﾕｳﾘ 3 女

2 大分県立由布高等学校 中島　誠 ﾅｶｼﾏ ﾏｺﾄ 3 男

3 大分県立由布高等学校 渡邉　東子 ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾄｳｺ 2 女

4 大分県立三重総合高等学校 神田　美羽 ｶﾝﾀﾞ ﾐｳ 2 女

5 大分県立三重総合高等学校 木本　茉奈美 ｷﾓﾄ　ﾏﾅﾐ 2 女

6 大分県立芸術緑丘高等学校 髙崎　葵 ﾀｶｻｷ ｱｵｲ 3 女

7 大分県立臼杵高等学校 山口　純奈 ﾔﾏｸﾞﾁ ｽﾐﾅ 3 女

8 大分県立佐伯鶴城高等学校 尾形　佳音 ｵｶﾞﾀ ｶﾉﾝ 3 女

9 大分県立佐伯鶴城高等学校 木許　ひなた ｷﾓﾄ ﾋﾅﾀ 3 女

10 大分県立佐伯鶴城高等学校 三浦　日菜子 ﾐｳﾗ ﾋﾅｺ 2 女

11 大分県立佐伯鶴城高等学校 檜垣　彩 ﾋｶﾞｷ ｻﾔ 1 女

12 大分高等学校 石井　愛梨 ｲｼｲ ｱｲﾘ 2 女

13 大分県立大分豊府高等学校 廣瀬　奈那 ﾋﾛｾ ﾅﾅ 3 女

14 大分県立大分豊府高等学校 宮下　萌 ﾐﾔｼﾀ ﾓｴ 3 女

15 大分県立大分豊府高等学校 前田　みなみ　　 ﾏｴﾀﾞ ﾐﾅﾐ 3 女

16 大分県立大分豊府高等学校 高山　亜依 ﾀｶﾔﾏ ｱｲ 2 女

17 大分県立高田高等学校 前田　恵季 ﾏｴﾀﾞ ｴﾘ 3 女

18 大分県立高田高等学校 木幡　映里 ｺﾊﾀ ｴﾘ 2 女

19 大分県立大分雄城台高等学校 大塚　桃花 ｵｵﾂｶ ﾓﾓｶ 3 女

20 大分県立大分雄城台高等学校 佐藤　希 ｻﾄｳ ﾉｿﾞﾐ 3 女

21 大分県立大分雄城台高等学校 田原　侑果 ﾀﾊﾗ ﾕｳｶ 2 女

22 大分県立大分雄城台高等学校 安田　菜々美 ﾔｽﾀﾞ ﾅﾅﾐ 1 女

23 大分県立大分雄城台高等学校 渡邉　梨子 ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾘｺ 1 女

24 大分県立大分雄城台高等学校 山寺　優羽 ﾔﾏﾃﾞﾗ ﾕｳ 1 女

25 大分県立大分上野丘高等学校 吉田　茉由 ﾖｼﾀﾞﾏﾕ 3 女

26 大分県立大分上野丘高等学校 平田　遥 ﾋﾗﾀ ﾊﾙｶ 3 女

27 大分県立大分上野丘高等学校 石川　あゆみ ｲｼｶﾜ ｱﾕﾐ 3 女

28 大分県立大分上野丘高等学校 濵洲　真保子 ﾊﾏｽ ﾏﾎｺ 3 女

29 大分県立大分上野丘高等学校 山下　穂乃佳 ﾔﾏｼﾀ ﾎﾉｶ 2 女

30 大分県立大分上野丘高等学校 藤原　彩加 ﾌｼﾞﾜﾗ ｱﾔｶ 2 女

31 大分県立大分上野丘高等学校 飯田　莉帆 ｲｲﾀﾞ ﾘﾎ 2 女

32 大分県立大分上野丘高等学校 綾部　緋乃 ｱﾔﾍﾞ ﾋﾅﾉ 2 女

33 大分県立大分舞鶴高等学校 長岡　真耶 ﾅｶﾞｵｶ ﾏﾔ 3 女

34 大分県立大分舞鶴高等学校 髙木　七海 ﾀｶｷ ﾅﾅﾐ 3 女

35 大分県立大分舞鶴高等学校 小野　柚香 ｵﾉ ﾕｽﾞｶ 2 女
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Ｒ１　Ｎコン県大会　アナウンス朗読エントリー一覧 2019/6/6

№ 学校名 氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 学年 性別 備考

36 大分県立大分舞鶴高等学校 森田　沙耶 ﾓﾘﾀ ｻﾔ 2 女

37 大分東明高等学校 牧　千晴 ﾏｷ ﾁﾊﾙ 3 女

38 大分東明高等学校 油布　沙樹 ﾕﾌ ｻｷ 3 女

39 大分県立大分南高等学校 中尾　暖奈 ﾅｶｵ ﾊﾙﾅ 3 女

40 大分県立大分南高等学校 秦野　真愛 ﾊﾀﾉ ﾏｲ 2 女

41 大分県立大分商業高等学校 南松　七望 ﾅﾝﾏﾂ　ﾅﾅﾐ 3 女

42 大分県立大分商業高等学校 森本　好誠 ﾓﾘﾓﾄ ｺｳｾｲ 3 男

43 大分県立大分商業高等学校 相澤　晴香 ｱｲｻﾞﾜ ﾊﾙｶ 2 女

44 大分県立杵築高等学校 高橋　知花 ﾀｶﾊｼ　ﾄﾓｶ 3 女

45 大分県立杵築高等学校 宇都宮　万季 ｳﾂﾉﾐﾔ　ﾏｷ 3 女

46 大分県立杵築高等学校 手嶋　桜子 ﾃｼﾏ　ｻｸﾗｺ 3 女

47 大分県立杵築高等学校 上野　愛梨 ｳｴﾉ　ｱｲﾘ 3 女

48 大分県立杵築高等学校 永野　孝吉 ﾅｶﾞﾉ　ｺｳｷﾁ 3 男

49 大分県立杵築高等学校 稲冨　葉月 ｲﾅﾄﾞﾐ　ﾊﾂﾞｷ 2 女

50 大分県立杵築高等学校 岩尾　尚樹 ｲﾜｵ　ﾅｵｷ 2 男

朗読部門

№ 学校名 氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 学年 性別 作品＃ 備考

1 大分県立大分西高等学校 酒井　優樺 ｻｶｲ ﾕｳｶ 3 女 2

2 大分県立大分西高等学校 後藤　玲奈 ｺﾞﾄｳ ﾚﾅ 3 女 2

3 大分県立大分西高等学校 赤城　ひなた ｱｶｷﾞ ﾋﾅﾀ 2 女 5

4 大分県立大分西高等学校 赤峰　花澄 ｱｶﾐﾈ ｶｽﾐ 2 女 2

5 大分県立大分西高等学校 房前　佑香 ﾌｻﾏｴ ﾕｶ 1 女 4

6 大分県立大分西高等学校 吉倉　亜弥 ﾖｼｸﾗ ｱﾔ 1 女 2

7 大分県立国東高等学校 鬼丸　奈々 ｵﾆﾏﾙ ﾅﾅ 3 女 3

8 大分県立国東高等学校 其田　直哉 ｿﾉﾀﾞ ﾅｵﾔ 2 男 5

9 大分県立国東高等学校 寺川　潤哉 ﾃﾗｶﾜ ｼﾞｭﾝﾔ 2 男 1

10 大分県立国東高等学校 松本　幸那 ﾏﾂﾓﾄ　ﾕｷﾅ 1 女 4

11 大分県立由布高等学校 小野　唯衣 ｵﾉ ﾕｲ 2 女 3

12 大分県立由布高等学校 三浦　弘太郎 ﾐｳﾗ ｺｳﾀﾛｳ 2 男 2

13 大分県立津久見高等学校 足立　菜々美 ｱﾀﾞﾁ ﾅﾅﾐ 1 女 3

14 大分県立大分鶴崎高等学校 柿本　大河 ｶｷﾓﾄ　ﾀｲｶﾞ 3 男 1

15 大分県立大分鶴崎高等学校 安東　美月 ｱﾝﾄﾞｳ　ﾐﾂｷ 3 女 3

16 大分県立大分鶴崎高等学校 吉山　香苗 ﾖｼﾔﾏ　ｶﾅｴ 2 女 4

17 大分県立大分鶴崎高等学校 岡本　実咲希 ｵｶﾓﾄ　ﾐｻｷ 1 女 3

18 大分県立安心院高等学校 岡 光璃 ｵｶ ﾋｶﾘ 2 女 3

19 大分県立安心院高等学校 永石　のの ﾅｶﾞｲｼ ﾉﾉ 2 女 3
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Ｒ１　Ｎコン県大会　アナウンス朗読エントリー一覧 2019/6/6

№ 学校名 氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 学年 性別 作品＃ 備考

20 大分県立玖珠美山高等学校 工藤　妃加 ｸﾄﾞｳ ﾋﾒｶ 2 女 3

21 大分県立玖珠美山高等学校 平田　よしの ﾋﾗﾀ ﾖｼﾉ 2 女 3

22 大分県立三重総合高等学校 麻生　楓馬 ｱｿｳ　ﾌｳﾏ 2 男 2

23 大分県立三重総合高等学校 後藤　朱里 ｺﾞﾄｳ　ｼﾞｭﾘ 2 女 3

24 大分県立三重総合高等学校 渡辺　彩乃 ﾜﾀﾅﾍﾞ　ｱﾔﾉ 2 女 2

25 大分県立三重総合高等学校 和田　奈菜子 ﾜﾀﾞ　ﾅﾅｺ 2 女 2

26 大分県立三重総合高等学校 川邊　彩華 ｶﾜﾍﾞ　ｻﾔｶ 1 女 2

27 大分県立三重総合高等学校 佐藤　羽琉 ｻﾄｳ　ﾊﾙ 1 女 3

28 大分県立三重総合高等学校 成水　愛香 ﾅﾙﾐｽﾞ　ｱｲｶ 1 女 2

29 大分県立別府翔青高等学校 平川　さやか ﾋﾗｶﾜ ｻﾔｶ 2 女 3

30 大分県立別府翔青高等学校 森上　寿々香 ﾓﾘｶﾞﾐ ｽｽﾞｶ 2 女 3

31 大分県立別府翔青高等学校 前田　日向子 ﾏｴﾀﾞ ﾋﾅｺ 1 女 3

32 大分県立別府翔青高等学校 田原　優月 ﾀﾊﾗ ﾕﾂﾞｷ 1 女 3

33 大分県立別府翔青高等学校 松山　琉衣 ﾏﾂﾔﾏ ﾙｲ 1 女 3

34 大分県立芸術緑丘高等学校 村山　萌花 ﾑﾗﾔﾏ ﾎﾉｶ 3 女 3

35 大分県立芸術緑丘高等学校 立花　麗花 ﾀﾁﾊﾞﾅ ﾚｲｶ 2 女 3

36 大分県立臼杵高等学校 甲斐　水萌 ｶｲ ﾐﾓ 3 女 3

37 大分県立臼杵高等学校 新崎　紗愛 ｼﾝｻﾞｷ ｻｴ 2 女 1

38 大分県立臼杵高等学校 佐嶋　秀斗　 ｻｼﾏ ｼｭｳﾄ 2 男 3

39 大分県立臼杵高等学校 高橋　沙月 ﾀｶﾊｼ ｻﾂｷ 1 女 1

40 昭和学園高等学校 桜木　麻菜美 ｻｸﾗｷﾞ ﾏﾅﾐ 3 女 3

41 昭和学園高等学校 髙村　愛 ﾀｶﾑﾗ ｱｲ 3 女 1

42 昭和学園高等学校 早川　優香 ﾊﾔｶﾜ ﾕｳｶ 3 女 3

43 大分県立佐伯鶴城高等学校 三宮　なつめ ｻﾝﾉﾐﾔ ﾅﾂﾒ 3 女 3

44 大分県立佐伯鶴城高等学校 河村　凜 ｶﾜﾑﾗ ﾘﾝ 3 女 3

45 大分県立佐伯鶴城高等学校 木津　育海 ｷﾂﾞ ｲｸﾐ 3 女 2

46 大分県立佐伯鶴城高等学校 阿部　朱織 ｱﾍﾞ ｱｶﾘ 3 女 3

47 大分県立佐伯鶴城高等学校 菅原　葵 ｽｶﾞﾊﾗ ｱｵｲ 2 女 2

48 大分県立佐伯鶴城高等学校 川野　圭太 ｶﾜﾉ ｹｲﾀ 2 男 1

49 大分県立佐伯鶴城高等学校 大澤　優菜 ｵｵｻﾜ ﾕｳﾅ 1 女 4

50 大分高等学校 羽田野　愛 ﾊﾀﾞﾉ ｱｲ 3 女 3

51 大分県立別府鶴見丘高等学校 林　奈那美 ﾊﾔｼ ﾅﾅﾐ 3 女 4

52 大分県立別府鶴見丘高等学校 中島　朱音 ﾅｶｼﾏ ｱｶﾈ 2 女 3

53 大分県立別府鶴見丘高等学校 白石　ひかる ｼﾗｲｼ ﾋｶﾙ 2 女 2

54 大分県立別府鶴見丘高等学校 谷中　涼夏 ﾀﾆﾅｶ ｽｽﾞｶ 2 女 2

55 大分県立別府鶴見丘高等学校 戸口　珠緒 ﾄｸﾞﾁ ﾐｵ 1 女 3
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Ｒ１　Ｎコン県大会　アナウンス朗読エントリー一覧 2019/6/6

№ 学校名 氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 学年 性別 作品＃ 備考

56 大分県立別府鶴見丘高等学校 二宮　遥音 ﾆﾉﾐﾔ ﾊﾙﾈ 1 女 2

57 大分県立別府鶴見丘高等学校 阿部　咲帆 ｱﾍﾞ ｻｷﾎ 1 女 3

58 大分県立別府鶴見丘高等学校 池田　果歩 ｲｹﾀﾞ ｶﾎ 1 女 3

59 大分県立別府鶴見丘高等学校 橋本　結衣 ﾊｼﾓﾄ ﾕｲ 1 女 3

60 大分県立大分豊府高等学校 土田　瑠捺 ﾂﾁﾀﾞ ﾙﾅ 3 女 4

61 大分県立大分豊府高等学校 仲町　美咲 ﾅｶﾏﾁ ﾐｻｷ 3 女 1

62 大分県立大分豊府高等学校 大石　利桜 ｵｵｲｼ ﾘｵ 2 女 3

63 大分県立大分豊府高等学校 下川　政勇 ｼﾓｶﾜ ﾂｶｻ 2 男 3

64 大分県立大分豊府高等学校 葛屋　琴子 ｸｽﾞﾔ ｺﾄｺ 1 女 3

65 大分県立大分豊府高等学校 吉良　結衣 ｷﾗ ﾕｲ 1 女 3

66 大分県立日田高等学校 上野　日菜子 ｳｴﾉ ﾋﾅｺ 3 女 3

67 大分県立日田高等学校 古賀　菫 ｺｶﾞ ｽﾐﾚ 2 女 2

68 大分県立日田高等学校 渡邉　琴光 ﾜﾀﾅﾍﾞ ｺﾄﾐ 1 女 3

69 大分県立日田高等学校 菅野　真楠 ｽｶﾞﾉ ﾏﾅ 1 女 4

70 大分県立大分工業高等学校 福田百合 ﾌｸﾀﾞﾕﾘ 3 女 4 デーミアン

71 大分県立高田高等学校 杉谷　尚紀 ｽｷﾞﾀﾆ ﾅｵｷ 3 男 ③

72 大分県立高田高等学校 中野　花菜 ﾅｶﾉ ｶﾅ 3 女 ①

73 大分県立高田高等学校 田浦　彩奈 ﾀｳﾗ ｱﾔﾅ 2 女 ④

74 大分県立大分雄城台高等学校 野口　紗榎 ﾉｸﾞﾁ ｻｴ 3 女 3

75 大分県立大分雄城台高等学校 後藤　結衣 ｺﾞﾄｳ ﾕｲ 3 女 3

76 大分県立大分雄城台高等学校 深町　桃々 ﾌｶﾏﾁ ﾓﾓ 3 女 3

77 大分県立大分雄城台高等学校 野中　くるみ ﾉﾅｶ ｸﾙﾐ 2 女 3

78 大分県立大分雄城台高等学校 白井　希星 ｼﾗｲ ｷﾗﾗ 1 女 3

79 大分県立大分雄城台高等学校 安東　真那 ｱﾝﾄﾞｳ ﾏﾅ 1 女 3

80 大分県立大分上野丘高等学校 大平　早紀 ｵｵﾋﾗ ｻｷ 3 女 1

81 大分県立大分上野丘高等学校 佐藤　小雪 ｻﾄｳ ｺﾕｷ 3 女 3

82 大分県立大分上野丘高等学校 高橋　愛美 ﾀｶﾊｼ ﾒｸﾞﾐ 3 女 1

83 大分県立大分上野丘高等学校 清田　咲綾 ｷﾖﾀ ｻｱﾔ 2 女 3

84 大分県立大分上野丘高等学校 岩田　成葉 ｲﾜﾀ ﾅﾙﾊ 2 女 3

85 大分県立大分上野丘高等学校 楠本　晃 ｸｽﾓﾄ ﾋｶﾙ 2 男 3

86 大分県立大分上野丘高等学校 本郷　芽緯 ﾎﾝｺﾞｳ ﾒｲ 1 女 3

87 大分県立大分上野丘高等学校 堤　千紗 ﾂﾂﾐ ﾁｻ 1 女 3

88 大分県立大分舞鶴高等学校 刀祢　優月 ﾄﾈ ﾕﾂﾞｷ 3 女 1

89 大分県立大分舞鶴高等学校 髙畑　美南 ﾀｶﾊﾀ ﾐﾅﾐ 2 女 3

90 大分県立大分舞鶴高等学校 津留　もな実 ﾂﾙ ﾓﾅﾐ 2 女 2

№ 学校名 氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 学年 性別 作品＃ 備考
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91 大分県立大分舞鶴高等学校 髙山　拓海 ﾀｶﾔﾏ ﾀｸﾐ 2 男 4

92 大分県立大分舞鶴高等学校 阿部　寧希 ｱﾍﾞ ｼｽﾞｷ 1 女 2

93 大分県立大分舞鶴高等学校 千原　和奈 ﾁﾊﾗ ｶｽﾞﾅ 1 女 3

94 大分県立大分舞鶴高等学校 徳丸　拓臣 ﾄｸﾏﾙ ﾀｸﾐ 1 男 4

95 大分県立大分舞鶴高等学校 桑野　佑太 ｸﾜﾉ ﾕｳﾀ 1 男 3

96 大分県立大分東高等学校 那須　奏美 ﾅｽ ｶﾅﾐ 2 女 2

97 大分県立大分東高等学校 板井　綾香 ｲﾀｲ ｱﾔｶ 1 女 2

98 大分東明高等学校 佐藤　未織 ｻﾄｳ ﾐｵﾘ 2 女 2

99 大分東明高等学校 平山　羽純 ﾋﾗﾔﾏ ﾊｽﾐ 2 女 3

100 大分県立中津北高等学校 河野　笑佳 ｶﾜﾉ ｴﾐｶ 3 女 2

101 大分県立中津北高等学校 猫田  桃子 ﾈｺﾀﾞ ﾓﾓｺ 2 女 3

102 大分県立中津北高等学校 渡邉  佑菜 ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾕｳﾅ 2 女 3

103 大分県立大分南高等学校 安藤　智美 ｱﾝﾄﾞｳ ﾄﾓﾐ 3 女 3

104 大分県立大分南高等学校 藤澤　ちひろ ﾌｼﾞｻﾜ ﾁﾋﾛ 3 女 3

105 大分県立大分南高等学校 宮崎　海未 ﾐﾔｻﾞｷ ｳﾐ 2 女 3

106 大分県立大分南高等学校 松岡　遼 ﾏﾂｵｶ ﾘｮｳ 2 男 1

107 大分県立大分商業高等学校 稲葉　弾 ｲﾅﾊﾞ ﾊｽﾞﾑ 2 男 2

108 大分県立大分商業高等学校 犬走　洸希 ｲﾇﾊﾞｼﾘ ｺｳｷ 2 男 2

109 大分県立大分商業高等学校 高瀬　智彗 ﾀｶｾ ﾁｻﾄ 2 女 3

110 大分県立大分商業高等学校 唐金　叶羽 ｶﾗｶﾈ ﾄﾜ 1 女 3

111 大分県立大分商業高等学校 笹原　伶珠 ｻｻﾊﾗ ﾚﾐ 1 女 4

112 大分県立杵築高等学校 緒方　綾乃 ｵｶﾞﾀ　ｱﾔﾉ 2 女 3

113 大分県立杵築高等学校 山方　清花 ﾔﾏｶﾞﾀ　ｻﾔｶ 2 女 1

114 大分県立杵築高等学校 阿部　えみり ｱﾍﾞ　ｴﾐﾘ 1 女 2

115 大分県立杵築高等学校 磯﨑　かれん ｲｿｻﾞｷ　ｶﾚﾝ 1 女 3
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１

　
Ｎ

コ
ン

県
大

会
　

番
組

エ
ン

ト
リ

ー
一

覧
2
0
1
9
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/6

テ
レ

ビ
ド

キ
ュ

メ
ン

ト
部

門

№
学

校
タ

イ
ト

ル
ﾌﾘ

ｶﾞ
ﾅ

制
作

意
図

1
大

分
県

立
安

心
院

高
等

学
校

地
域

農
業

に
対

す
る

意
識

ﾁｲ
ｷﾉ

ｳｷ
ﾞｮ

ｳﾆ
ﾀｲ

ｽﾙ
ｲｼ

ｷ

・
私

た
ち

の
町

、
安

心
院

は
昔

か
ら

自
然

豊
か

で
、

ブ
ド

ウ
農

園
な

ど
が

た
く

さ
ん

あ
り

農
業

が
盛

ん
で

す
。

で
す

が
、

少
子

高
齢

化
が

進
ん

で
お

り
、

後
継

者
不

足
に

と
て

も
悩

ん
で

い
ま

す
。

こ
の

ま
ま

だ
と

、
農

業
が

衰
退

し
て

し
ま

う
と

危
機

感
を

も
ち

、
こ

の
問

題
を

な
ん

と
か

私
た

ち
放

送
部

が
解

決
し

、
安

心
院

の
農

業
の

た
め

に
な

れ
ば

と
思

い
、

今
回

こ
の

動
画

を
製

作
す

る
に

い
た

り
ま

し
た

。

2
大

分
県

立
臼

杵
高

等
学

校
臼

杵
「

う
好

き
」

化
大

作
戦

ｳｽ
ｷｳ

ｽｷ
ｶﾀ

ﾞｲ
ｻｸ

ｾﾝ

み
な

さ
ん

は
地

元
に

ど
の

よ
う

な
イ

メ
ー

ジ
を

持
っ

て
い

ま
す

か
。

臼
杵

高
校

の
生

徒
に

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

し
た

と
こ

ろ
、

と
て

も
良

い
イ

メ
ー

ジ
を

持
っ

て
い

る
人

が
多

い
こ

と
が

わ
か

り
ま

し
た

。
し

か
し

、
ま

だ
ま

だ
知

名
度

の
低

い
臼

杵
。

そ
こ

で
私

た
ち

高
校

生
が

地
域

活
性

化
の

た
め

に
出

来
る

こ
と

は
何

か
、

と
い

う
こ

と
に

焦
点

を
当

て
、

臼
杵

市
の

お
も

て
な

し
観

光
課

に
取

材
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
私

た
ち

高
校

生
に

期
待

す
る

こ
と

は
、

な
ん

と
「

S
N

S
]で

し

た
。

S
N

S
で

の
地

域
振

興
が

本
当

に
出

来
る

の
か

追
求

し
た

い
と

思
い

、
こ

の
作

品
を

制
作

し

ま
し

た
。

3
大

分
県

立
別

府
鶴

見
丘

高
等

学
校

竹
と

い
き

る
ﾀｹ

ﾄｲ
ｷﾙ

み
な

さ
ん

は
別

府
竹

細
工

と
い

う
伝

統
工

芸
を

ご
存

知
で

し
ょ

う
か

。
古

く
か

ら
伝

統
工

芸
と

し
て

別
府

に
根

付
い

て
き

た
竹

細
工

の
職

人
さ

ん
た

ち
に

取
材

を
し

て
、

竹
細

工
の

魅
力

と
私

た
ち

の
生

活
と

の
結

び
つ

き
を

も
っ

と
多

く
の

人
に

知
っ

て
も

ら
い

た
い

と
思

い
、

こ
の

番
組

を
制

作
し

ま
し

た
。

4
大

分
県

立
大

分
豊

府
高

等
学

校
乙

女
眼

鏡
と

コ
ン

タ
ク

ト
ガ

ー
ル

ｵﾄ
ﾒｶ

ﾞﾈ
ﾄｺ

ﾝﾀ
ｸﾄ

ｶﾞ
ｰﾙ

高
校

デ
ビ

ュ
ー

、
そ

れ
は

中
学

の
頃

の
自

分
か

ら
脱

却
し

よ
う

と
す

る
思

春
期

特
有

の
現

象
の

こ
と

で
す

。
豊

府
高

校
に

お
い

て
そ

の
現

象
が

大
き

く
表

れ
る

の
は

目
元

で
し

た
。

眼
鏡

か
ら

コ
ン

タ
ク

ト
に

変
え

た
コ

ン
タ

ク
ト

女
子

と
、

眼
鏡

を
使

い
続

け
る

眼
鏡

女
子

。
高

校
デ

ビ
ュ

ー
に

伴
う

彼
女

た
ち

の
変

化
の

理
由

と
そ

の
裏

に
隠

さ
れ

た
思

い
を

探
る

べ
く

こ
の

番
組

を
制

作
し

ま
し

た
。

5
大

分
県

立
大

分
工

業
高

等
学

校
ド

キ
ュ

メ
ン

ト
　

ガ
チ

ョ
ウ

と
カ

メ
ﾄﾞ

ｷｭ
ﾒﾝ

ﾄ 
ｶﾞ

ﾁｮ
ｳﾄ

ｶﾒ

大
分

工
業

高
校

の
体

育
大

会
に

は
、

他
校

で
は

見
ら

れ
な

い
、

馬
と

蛸
、

芋
虫

の
行

進
な

ど
の

競
技

が
あ

る
。

中
で

も
ガ

チ
ョ

ウ
と

カ
メ

は
そ

の
異

様
な

姿
か

ら
大

会
の

花
形

で
、

観
客

を
大

い
に

沸
か

せ
て

い
る

。
し

か
し

、
そ

の
難

易
度

の
高

さ
と

各
科

の
威

信
が

か
か

る
プ

レ
ッ

シ
ャ

ー
か

ら
選

手
は

悩
み

、
苦

し
ん

で
い

る
。

昨
年

出
場

し
た

選
手

に
ス

ポ
ッ

ト
を

当
て

、
彼

ら
が

ど
の

よ
う

に
ガ

チ
ョ

ウ
と

カ
メ

に
取

り
組

ん
で

い
る

か
に

迫
る

。

6
大

分
県

立
大

分
雄

城
台

高
等

学
校

紙
様

の
斜

不
思

議
ｶﾐ

ｻﾏ
ﾉﾅ

ﾅﾌ
ｼｷ

ﾞ

普
段

私
た

ち
が

何
気

な
く

使
っ

て
い

る
紙

。
私

た
ち

は
み

な
さ

ん
が

気
づ

い
て

い
る

よ
う

で
気

づ
い

て
い

な
い

“そ
の

使
い

方
”に

着
目

し
、

番
組

を
制

作
し

ま
し

た
。

“な
ぜ

？
”“

ど
う

し

て
？

”を
と

こ
と

ん
追

究
し

、
検

証
に

検
証

を
重

ね
ま

し
た

。
皆

さ
ん

も
自

分
の

経
験

と
重

な

る
部

分
が

あ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

自
分

の
経

験
と

対
比

さ
せ

な
が

ら
、

こ
の

番
組

と
共

に
悩

み
、

考
え

て
み

て
く

だ
さ

い
。

7
大

分
県

立
大

分
雄

城
台

高
等

学
校

変
化

球
ﾍﾝ

ｶｷ
ｭｳ

新
聞

で
「

野
球

離
れ

が
進

ん
で

い
る

」
と

い
う

記
事

を
目

に
し

ま
し

た
。

し
か

し
、

私
た

ち
は

普
段

生
活

し
て

い
る

中
で

野
球

離
れ

を
感

じ
る

こ
と

は
あ

ま
り

な
い

と
思

い
ま

す
。

そ
こ

で
、

雄
城

台
高

校
野

球
部

の
生

徒
に

「
野

球
離

れ
を

実
感

し
ま

す
か

？
」

と
質

問
し

た
と

こ
ろ

、
野

球
部

な
ら

で
は

の
意

見
を

聞
く

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
広

い
世

代
の

野
球

へ
の

思
い

が
詰

ま
っ

た
ド

キ
ュ

メ
ン

ト
で

す
。

8
大

分
県

立
大

分
上

野
丘

高
等

学
校

メ
イ

ク
ア

ッ
プ

！
m

a
k
e
 u

p
!

ﾒｲ
ｸｱ

ｯﾌ
ﾟ!

ﾒｲ
ｸｱ

ｯﾌ
ﾟ!

み
な

さ
ん

は
大

学
生

に
な

る
と

メ
イ

ク
を

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

に
高

校
で

は
化

粧
が

禁
止

さ
れ

て
い

る
こ

と
に

疑
問

を
思

っ
た

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

そ
も

そ
も

化
粧

の
意

義
と

は
？

そ
ん

な
疑

問
を

追
及

し
た

い
と

思
い

こ
の

番
組

を
制

作
し

ま
し

た
。
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制
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図

9
大

分
県

立
大

分
舞

鶴
高

等
学

校
舞

フ
レ

ン
ド

ﾏｲ
ﾌﾚ

ﾝﾄ
ﾞ

舞
高

近
く

に
あ

る
軽

食
屋

さ
ん

、
「

フ
レ

ン
ド

」
。

オ
ー

プ
ン

し
て

１
６

年
ず

っ
と

舞
高

生
に

愛
さ

れ
て

い
ま

す
。

取
材

を
通

し
て

フ
レ

ン
ド

で
の

メ
ニ

ュ
ー

に
関

す
る

エ
ピ

ソ
ー

ド
や

生
徒

と
の

思
い

出
、

そ
し

て
フ

レ
ン

ド
の

お
ば

ち
ゃ

ん
の

あ
る

オ
モ

イ
が

見
え

て
き

ま
し

た
。

こ
の

番
組

を
通

し
て

お
ば

ち
ゃ

ん
の

「
温

か
さ

」
や

そ
の

「
オ

モ
イ

」
を

伝
え

た
い

と
考

え
こ

の
番

組
を

作
成

し
ま

し
た

。

1
0

大
分

県
立

中
津

北
高

等
学

校
今

村
パ

ン
ｲﾏ

ﾑﾗ
ﾊﾟ

ﾝ

中
津

に
は

、
中

津
城

や
3
0
0
年

以
上

の
歴

史
が

あ
る

名
物

「
う

い
ろ

う
」

が
あ

る
中

で
、

昭
和

初
期

か
ら

営
業

し
て

い
る

パ
ン

屋
さ

ん
が

、
本

校
で

毎
日

昼
休

み
に

パ
ン

の
販

売
を

し
て

い
ま

す
。

現
在

、
私

た
ち

の
生

活
に

欠
か

せ
な

い
パ

ン
食

。
こ

の
よ

う
な

パ
ン

食
は

ど
の

よ
う

に
広

ま
っ

た
の

で
し

ょ
う

か
。

中
津

の
歴

史
と

関
連

し
て

制
作

し
ま

し
た

。
あ

な
た

は
今

日
の

朝
、

パ
ン

を
食

べ
ま

し
た

か
。

ご
飯

を
食

べ
ま

し
た

か
。

1
1

大
分

県
立

大
分

南
高

等
学

校
轍

～
満

州
1
3
年

の
記

憶
～

ﾜﾀ
ﾞﾁ

 ﾏ
ﾝｼ

ｭｳ
ｼﾞ

ｭｳ
ｻﾝ

ﾈﾝ
ﾉｷ

ｵｸ

授
業

で
太

平
洋

戦
争

の
こ

と
に

つ
い

て
は

よ
く

勉
強

し
ま

す
が

、
当

時
日

本
の

支
配

下
に

あ
っ

た
満

州
で

ど
ん

な
こ

と
が

あ
っ

た
の

か
、

み
な

さ
ん

は
知

っ
て

い
ま

す
か

。
こ

の
た

び
、

満
州

の
体

験
の

お
話

を
聞

く
こ

と
が

で
き

た
の

で
、

そ
れ

を
記

録
に

残
し

た
い

と
思

い
こ

の
番

組
の

制
作

を
始

め
ま

し
た

。
満

州
を

経
験

さ
れ

た
方

の
お

話
を

も
と

に
、

学
校

で
は

習
え

な
い

満
洲

の
出

来
事

を
伝

え
、

そ
し

て
、

戦
争

の
恐

さ
を

改
め

て
考

え
直

し
て

欲
し

い
と

思
い

こ
の

番
組

を
制

作
し

ま
し

た
。

1
2

大
分

県
立

杵
築

高
等

学
校

K
B

B
C

ｹｰ
ﾋﾞ

ｰﾋ
ﾞｰ

ｼｰ
日

々
頑

張
っ

て
練

習
し

て
い

る
吹

奏
楽

部
の

、
一

年
に

一
回

の
大

舞
台

に
密

着
し

ま
し

た
。

K
B

B
C

を
も

っ
と

も
っ

と
広

く
、

多
く

の
人

に
知

っ
て

も
ら

い
た

い
と

思
い

制
作

し
ま

し
た

。

ラ
ジ

オ
ド

キ
ュ

メ
ン

ト
部

門

№
学

校
タ

イ
ト

ル
ﾌﾘ

ｶﾞ
ﾅ

制
作

意
図

1
大

分
県

立
大

分
豊

府
高

等
学

校
悩

め
る

我
ら

の
睡

眠
事

情
ﾅﾔ

ﾒﾙ
ﾜﾚ

ﾗﾉ
ｽｲ

ﾐﾝ
ｼﾞ

ｼﾞ
ｮｳ

私
た

ち
が

高
校

生
活

を
送

る
う

え
で

欠
か

せ
な

い
も

の
が

、
睡

眠
。

し
か

し
、

現
代

の
高

校
生

は
睡

眠
に

振
り

回
さ

れ
て

い
る

よ
う

に
思

い
ま

す
。

日
頃

か
ら

睡
眠

欲
に

悩
ま

さ
れ

て
い

る
と

い
う

人
も

少
な

く
な

い
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

上
手

に
睡

眠
と

付
き

合
っ

て
い

か
な

け
れ

ば
、

学
生

の
本

分
で

あ
る

勉
強

も
成

り
立

ち
ま

せ
ん

。
そ

こ
で

、
現

代
の

高
校

生
の

睡
眠

事
情

と
私

た
ち

が
と

る
べ

き
「

理
想

の
睡

眠
」

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
で

、
よ

り
よ

い
睡

眠
、

そ
し

て
よ

り
よ

い
高

校
生

活
を

手
に

入
れ

る
き

っ
か

け
に

な
っ

て
ほ

し
い

と
思

い
、

こ
の

番
組

を
制

作
し

ま
し

た
。

2
大

分
県

立
大

分
雄

城
台

高
等

学
校

Ｑ
Ｏ

Ｌ
ｷｭ

ｰｵ
ｳｴ

ﾙ

皆
さ

ん
は

毎
日

の
生

活
に

満
足

し
て

い
ま

す
か

？
本

当
だ

っ
た

ら
こ

う
だ

っ
た

な
ど

後
悔

し
て

い
る

人
も

い
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

私
た

ち
は

高
校

生
の

人
た

ち
に

今
送

っ
て

い
る

生
活

を
振

り
返

っ
て

み
る

き
っ

か
け

に
し

て
ほ

し
い

と
思

い
こ

の
番

組
を

制
作

し
ま

し
た

。

3
大

分
県

立
大

分
上

野
丘

高
等

学
校

in
tr

o
-D

U
C

T
ｲﾝ

ﾄﾛ
ﾀﾞ

ｸﾄ

新
年

度
の

み
な

ら
ず

、
は

じ
め

て
あ

っ
た

人
と

必
ず

初
め

に
お

こ
な

う
「

自
己

紹
介

」
。

多
く

の
人

が
幼

い
こ

ろ
か

ら
何

回
も

し
て

い
る

は
ず

だ
が

、
私

た
ち

高
校

生
で

も
苦

手
だ

と
い

う
人

は
と

て
も

多
い

。
こ

の
現

状
を

打
破

し
、

他
人

に
自

分
の

こ
と

を
よ

い
印

象
で

伝
え

る
た

め
の

方
法

の
調

査
を

行
っ

た
。

そ
の

過
程

で
発

見
し

た
こ

と
を

伝
え

る
た

め
、

こ
の

番
組

を
制

作
し

た
。

4
大

分
県

立
大

分
上

野
丘

高
等

学
校

ぼ
く

ら
の

5
0
分

戦
争

ﾎﾞ
ｸﾗ

ﾉｺ
ﾞｼ

ﾞｭ
ｯﾌ

ﾟﾝ
ｾﾝ

ｿｳ

私
た

ち
の

授
業

。
そ

れ
は

戦
争

で
あ

る
。

課
題

に
追

わ
れ

、
睡

眠
時

間
は

削
ら

れ
、

授
業

に
集

中
し

た
い

の
に

出
来

な
い

。
私

た
ち

に
は

解
決

方
法

が
必

要
だ

。
だ

が
、

睡
眠

時
間

は
こ

れ
以

上
確

保
で

き
な

い
。

そ
こ

で
、

ど
う

す
れ

ば
授

業
に

集
中

し
て

取
り

組
め

る
か

を
真

剣
に

考
え

て
み

た
。

同
じ

悩
み

を
持

つ
す

べ
て

の
学

生
に

向
け

た
ひ

と
つ

の
道

し
る

べ
と

な
る

よ
う

に
。
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制
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図

5
大

分
県

立
大

分
舞

鶴
高

等
学

校
未

来
に

つ
な

ぐ
証

ﾐﾗ
ｲﾆ

ﾂﾅ
ｸﾞ

ｱｶ
ｼ

あ
な

た
は

人
に

頼
り

き
り

に
な

り
「

自
分

か
ら

行
動

す
る

」
こ

と
を

怠
っ

て
は

い
な

い
で

し
ょ

う
か

？
舞

鶴
高

校
の

O
B

で
あ

る
宮

崎
淳

さ
ん

は
2
0
1
1
年

に
ト

ル
コ

で
発

生
し

た
地

震
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
い

ち
早

く
駆

け
つ

け
る

と
言

う
決

断
を

し
ま

し
た

。
し

か
し

彼
は

現
地

で
起

き
た

余
震

に
よ

り
帰

ら
ぬ

人
と

な
り

ま
す

。
私

た
ち

は
彼

の
生

き
た

証
を

残
し

、
自

分
で

決
断

し
て

い
く

こ
と

の
大

切
さ

を
伝

え
た

い
と

思
い

こ
の

作
品

を
制

作
し

ま
し

た
。

6
大

分
県

立
大

分
東

高
等

学
校

キ
セ

イ
の

キ
セ

イ
ｷｾ

ｲﾉ
ｷｾ

ｲ

誰
し

も
ど

こ
か

で
一

度
は

聞
い

た
事

の
あ

る
「

奇
声

」
。

そ
ん

な
奇

声
は

我
が

校
で

は
当

た
り

前
の

よ
う

に
、

日
々

ど
こ

か
ら

と
も

な
く

聞
こ

え
て

き
ま

す
。

し
か

し
、

大
好

き
な

ア
イ

ド
ル

の
コ

ン
サ

ー
ト

会
場

で
は

許
さ

れ
て

も
、

3
年

生
に

な
っ

た
今

、
騒

々
し

過
ぎ

る
学

校
が

自
分

達
の

進
路

に
関

わ
る

と
思

う
と

、
居

て
も

た
っ

て
も

い
ら

れ
ず

、
皆

に
ど

う
す

れ
ば

奇
声

を
発

す
る

こ
と

を
や

め
て

も
ら

え
る

か
真

剣
に

考
え

た
番

組
に

な
り

ま
す

。

7
大

分
県

立
大

分
南

高
等

学
校

厳
し

く
叱

っ
て

、
優

し
く

叱
っ

て
ｷﾋ

ﾞｼ
ｸｼ

ｶｯ
ﾃ､

ﾔｻ
ｼｸ

ｼｶ
ｯﾃ

み
な

さ
ん

は
、

先
生

に
叱

ら
れ

る
こ

と
は

あ
り

ま
す

か
。

ア
ン

ケ
ー

ト
を

し
た

と
こ

ろ
、

南
高

で
は

約
2
割

の
生

徒
が

よ
く

叱
ら

れ
る

と
答

え
ま

し
た

。
そ

の
叱

ら
れ

る
理

由
は

、
成

績
が

下

が
っ

た
こ

と
や

、
授

業
中

の
居

眠
り

、
課

題
の

未
提

出
な

ど
さ

ま
ざ

ま
で

し
た

。
そ

こ
で

、
生

徒
は

ど
ん

な
叱

ら
れ

方
が

嫌
な

の
か

、
ま

た
、

ど
ん

な
叱

ら
れ

方
な

ら
納

得
で

き
る

の
か

を
調

べ
、

さ
ら

に
、

先
生

の
叱

り
方

に
つ

い
て

見
識

の
あ

る
方

に
お

話
を

伺
い

た
い

と
思

い
、

こ
の

番
組

を
制

作
し

ま
し

た
。

8
大

分
県

立
杵

築
高

等
学

校
自

分
に

し
か

伝
え

ら
れ

な
い

こ
と

ｼﾞ
ﾌﾞ

ﾝﾆ
ｼｶ

ﾂﾀ
ｴﾗ

ﾚﾅ
ｲｺ

ﾄ

生
き

て
い

く
う

え
で

何
か

し
ら

あ
き

ら
め

そ
う

に
な

る
こ

と
が

あ
る

と
思

い
ま

す
。

そ
ん

な
時

に
、

頑
張

り
続

け
る

心
や

あ
き

ら
め

な
い

心
を

持
っ

て
ほ

し
い

、
く

じ
け

そ
う

な
人

を
勇

気
づ

け
応

援
し

た
い

と
思

い
こ

の
作

品
を

制
作

し
ま

し
た

。

創
作

テ
レ

ビ
ド

ラ
マ

部
門

№
学

校
タ

イ
ト

ル
ﾌﾘ

ｶﾞ
ﾅ

制
作

意
図

あ
ら

す
じ

1
大

分
県

立
大

分
豊

府
高

等
学

校
L

a
st

 W
il
l

ﾗｽ
ﾄｳ

ｨﾙ

人
は

深
い

悲
し

み
に

暮
れ

た
と

き
、

立
ち

直
る

に
は

と
て

も
長

い
時

間
が

必
要

に
な

り
ま

す
。

そ
ん

な
と

き
、

励
ま

し
て

く
れ

る
人

や
相

談
に

乗
っ

て
く

れ
る

人
が

い
る

と
、

少
な

か
ら

ず
悲

し
み

は
減

り
、

心
の

支
え

に
な

っ
て

い
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
人

は
時

に
誰

か
を

支

え
、

誰
か

に
支

え
ら

れ
な

が
ら

生
き

て
い

る
こ

と
に

気
付

い
て

ほ
し

い
と

思
い

、
こ

の
ド

ラ
マ

を
制

作
し

ま
し

た
。

幼
馴

染
で

あ
っ

た
雄

馬
を

亡
く

し
た

由
利

。
雄

馬
が

亡
く

な
る

ま
で

明
る

く
、

優
し

か
っ

た
由

利
は

、
幼

馴
染

を
亡

く
し

た
悲

し
み

と
疲

れ
か

ら
か

暗
く

心
を

閉
ざ

し
て

し
ま

う
。

あ
る

日
、

由
利

が
自

習
室

で
自

習
し

て
い

る
と

、
向

か
い

の
席

に
謎

の
男

子
が

座
っ

て
き

た
。

最
初

は
た

ま
た

ま
か

と
思

っ
て

い
た

由
利

だ
っ

た
が

、
毎

日
自

分
の

向
か

い
に

座
る

こ
と

を
不

思
議

に
思

い
、

勇
気

を
出

し
て

男
子

に
質

問
を

す
る

。
そ

こ
か

ら
、

自
習

室
の

壁
を

挟
ん

だ
男

子
と

由
利

と
の

不
思

議
な

関
係

は
修

了
式

の
日

ま
で

続
く

。
様

々
な

質
問

、
相

談
を

経
て

由
利

は
幼

馴
染

の
死

か
ら

立
ち

直
り

、
元

の
調

子
に

戻
っ

て
い

た
。

そ
し

て
、

修
了

式
の

日
、

男
子

は
衝

撃
の

事
実

を
由

利
に

告
げ

た
。

由
利

は
、

そ
の

男
子

に
感

謝
を

伝
え

、
新

学
期

を
迎

え
た

。

2
大

分
県

立
高

田
高

等
学

校
思

い
出

 写
真

集
ｵﾓ

ｲﾃ
ﾞｼ

ｬｼ
ﾝｼ

ｭｳ

　
高

田
高

校
放

送
局

と
し

て
青

鷹
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
制

作
を

行
う

中
で

、
カ

メ
ラ

と
高

校
の

青
春

を
結

び
付

け
て

テ
レ

ビ
ド

ラ
マ

を
制

作
し

よ
う

と
思

い
ま

し
た

。

　
主

人
公

の
橋

本
涼

太
郎

は
風

景
写

真
を

撮
る

こ
と

が
好

き
で

あ
る

。
あ

る
日

、
親

友
の

杉
谷

が
写

真
集

を
作

ろ
う

と
言

い
出

す
。

そ
の

放
課

後
、

幼
馴

染
で

あ
る

花
菜

と
会

う
。

そ
こ

で
橋

本
は

花
菜

に
カ

メ
ラ

を
渡

し
た

こ
と

に
よ

っ
て

写
真

の
面

白
さ

が
分

か
っ

て
く

る
。

そ
ん

な
彼

ら
が

週
末

に
写

真
を

撮
り

に
行

く
こ

と
に

な
る

。
一

体
ど

ん
な

写
真

集
が

出
来

上
が

る
の

か
。
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3
大

分
県

立
大

分
上

野
丘

高
等

学
校

彼
女

は
マ

ス
ク

を
外

せ
な

い
ｶﾉ

ｼﾞ
ｮﾊ

ﾏｽ
ｸｦ

ﾊｽ
ﾞｾ

ﾅｲ

皆
さ

ん
は

マ
ス

ク
依

存
性

と
い

う
言

葉
を

知
っ

て
い

ま
す

か
？

マ
ス

ク
依

存
性

の
人

は
、

マ
ス

ク
を

つ
け

る
こ

と
で

安
心

感
を

抱
き

ま
す

。
そ

し
て

き
っ

と
誰

し
も

こ
の

場
合

の
マ

ス
ク

の
よ

う
に

、
自

分
の

安
心

材
料

に
な

る
も

の
は

あ
る

と
思

い
ま

す
。

け
れ

ど
、

私
た

ち
は

そ
れ

に

頼
っ

て
ば

か
り

で
は

い
け

ま
せ

ん
。

自
分

の
力

で
こ

れ
か

ら
歩

い
て

行
く

た
め

に
、

そ
の

安
心

材
料

か
ら

自
分

の
手

で
卒

業
し

て
ほ

し
い

。
そ

ん
な

願
い

を
込

め
て

こ
の

作
品

を
作

り
ま

し

た
｡

風
邪

で
も

な
い

の
に

マ
ス

ク
を

常
に

つ
け

て
い

る
、

主
人

公
の

手
塚

 華
(て

づ
か

 は
な

)は
新

聞
部

に
所

属
し

て
い

る
。

そ
し

て
、

記
事

の
為

に
新

聞
部

の
部

長
の

命
令

で
謎

の
マ

ス
ク

部
に

潜
入

す
る

こ
と

に
。

そ
こ

に
い

た
の

は
そ

れ
ぞ

れ
ガ

ス
マ

ス
ク

、
バ

タ
フ

ラ
イ

マ
ス

ク
、

プ
ロ

レ
ス

マ
ス

ク
を

つ
け

た
3
人

の
部

員
。

潜
入

は
上

手
く

い
き

、
マ

ス
ク

部
で

ピ
ク

ニ
ッ

ク
に

行

く
こ

と
に

な
る

。
周

囲
の

人
々

か
ら

奇
異

の
目

を
向

け
ら

れ
る

も
、

3
人

が
周

り
の

目
を

気
に

す
る

こ
と

は
な

い
。

ピ
ク

ニ
ッ

ク
を

続
け

て
い

く
う

ち
に

、
バ

タ
フ

ラ
イ

マ
ス

ク
と

過
去

に

会
っ

た
こ

と
の

あ
る

者
や

、
プ

ロ
レ

ス
マ

ス
ク

の
フ

ァ
ン

を
名

乗
る

者
が

現
れ

る
。

記
事

の
為

に
メ

モ
を

し
て

い
る

と
、

ガ
ス

マ
ス

ク
に

華
が

な
ぜ

マ
ス

ク
を

つ
け

て
い

る
の

か
を

聞
か

れ

る
。

華
は

自
分

が
マ

ス
ク

依
存

性
で

あ
る

と
い

う
こ

と
を

話
す

。
華

が
話

し
終

わ
る

と
ガ

ス
マ

ス
ク

が
華

の
入

部
を

拒
否

す
る

旨
を

伝
え

る
。

そ
の

後
華

は
そ

の
言

葉
の

意
味

を
考

え
記

事
に

す
る

も
そ

れ
を

公
開

す
る

こ
と

は
止

め
た

。
潜

入
は

失
敗

し
た

が
、

華
は

何
か

吹
っ

切
れ

た
様

子
で

あ
る

。

4
大

分
県

立
大

分
舞

鶴
高

等
学

校
T

A
K

U
M

I
ﾀｸ

ﾐ

あ
な

た
は

自
分

自
身

を
１

人
の

人
間

と
し

て
意

識
し

て
生

き
て

い
ま

す
か

。
集

団
の

中
で

生
き

る
時

に
自

分
の

意
思

を
確

立
し

て
い

ま
す

か
。

僕
た

ち
日

本
人

は
周

り
の

人
た

ち
に

合
わ

せ
て

生
活

す
る

こ
と

が
多

く
な

っ
て

い
ま

す
。

そ
れ

に
は

自
己

が
薄

れ
て

い
く

と
い

う
危

険
性

が
は

ら
ん

で
い

ま
す

。
僕

た
ち

は
テ

レ
ビ

の
特

性
を

活
か

し
て

こ
の

こ
と

を
楽

し
み

な
が

ら
考

え
て

欲
し

い
。

ま
た

自
分

自
身

を
自

覚
し

た
上

で
仲

間
と

一
つ

の
こ

と
に

向
か

っ
て

協
力

す
る

大
切

さ
を

知
っ

て
欲

し
い

と
思

い
、

制
作

し
ま

し
た

。

主
人

公
タ

ク
ミ

は
ど

こ
に

で
も

い
る

普
通

の
高

校
生

。
素

行
が

悪
い

わ
け

で
も

、
勉

強
が

出
来

な
い

わ
け

で
も

な
い

。
た

だ
問

題
が

あ
る

と
す

れ
ば

、
何

で
も

他
人

に
任

せ
て

し
ま

い
が

ち
に

な
る

こ
と

で
あ

る
。

そ
の

こ
と

で
、

「
い

て
も

い
な

く
て

も
さ

ほ
ど

変
わ

り
な

い
」

と
宇

宙
人

に
目

を
つ

け
ら

れ
て

し
ま

っ
た

彼
は

、
誘

拐
さ

れ
、

改
造

手
術

を
施

さ
れ

、
あ

ろ
う

こ
と

か
増

殖
し

て
し

ま
っ

た
。

宇
宙

人
の

手
に

よ
っ

て
造

ら
れ

た
ク

ロ
ー

ン
“T

A
K

U
M

I”
。

奴
等

は
地

球

人
に

牙
を

む
く

。
襲

い
来

る
“T

A
K

U
M

I”
達

、
タ

ク
ミ

は
、

そ
の

友
人

は
ど

う
な

っ
て

し
ま

う

の
か

。

5
大

分
県

立
大

分
南

高
等

学
校

tr
u

e
s 

a
n

d
 r

e
a
so

n
s

ﾄｩ
ﾙｰ

ｽﾞ
 ｱ

ﾝﾄ
ﾞ 

ﾘｰ
ｽﾞ

ﾝｽ
ﾞ

G
o
o
g
le

,A
m

a
zo

n
,F

a
c
e
b

o
o
k
,A

p
p

le
な

ど
、

私
た

ち
の

生
活

は
、

世
界

的
な

巨
大

IT
企

業
と

切
っ

て
も

切
れ

な
い

も
の

に
な

っ
て

い
ま

す
。

し
か

し
、

こ
の

企
業

は
本

当
に

私
た

ち
の

味
方

な
の

で
し

ょ
う

か
。

も
し

も
、

と
ん

で
も

な
い

こ
と

を
考

え
て

い
た

ら
大

変
な

こ
と

に
な

る
の

で
は

な
い

か
。

そ
ん

な
こ

と
を

考
え

、
こ

の
作

品
を

制
作

し
ま

し
た

。

あ
る

日
「

高
校

生
が

失
踪

」
と

い
う

ニ
ュ

ー
ス

が
報

道
さ

れ
る

。
そ

れ
と

時
期

を
同

じ
く

し

て
、

学
校

に
転

校
生

、
帰

国
子

女
の

安
堂

五
朗

が
や

っ
て

く
る

。
し

か
し

、
実

は
、

彼
は

世
界

的
IT

企
業

『
ゴ

ー
グ

ル
』

が
送

り
込

ん
だ

ア
ン

ド
ロ

イ
ド

で
あ

っ
た

。
彼

は
純

粋
さ

と
誠

実
さ

を
も

っ
た

良
質

の
人

間
の

脳
デ

ー
タ

を
収

集
す

る
た

め
に

送
り

込
ま

れ
た

の
だ

っ
た

。
学

園
生

活
を

送
る

中
で

、
放

送
部

の
美

桜
と

出
会

い
、

し
だ

い
に

惹
か

れ
て

い
く

の
で

あ
っ

た
。

そ
の

時
、

ゴ
ー

グ
ル

社
か

ら
の

タ
ー

ゲ
ッ

ト
リ

ス
ト

が
送

ら
れ

て
き

た
。

そ
こ

に
は

美
桜

の
名

前

が
。

五
朗

は
、

意
を

決
し

た
よ

う
に

走
り

出
す

。
彼

が
下

し
た

決
断

と
は

・
・

・

6
大

分
県

立
大

分
商

業
高

等
学

校
私

の
小

さ
な

夢
私

の
小

さ
な

夢

こ
の

ド
ラ

マ
は

、
兄

妹
間

の
「

思
い

や
り

」
を

テ
ー

マ
に

し
て

い
ま

す
。

普
段

あ
た

り
ま

え
に

し
て

も
ら

っ
て

い
る

こ
と

も
、

相
手

に
と

っ
て

は
負

担
に

な
っ

て
い

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
自

分
が

少
し

意
識

を
変

え
れ

ば
、

負
担

を
軽

減
す

る
こ

と
も

で
き

ま
す

。
そ

れ
を

今
回

は
、

「
料

理
」

を
使

っ
て

表
現

し
ま

し
た

。
み

な
さ

ん
に

は
、

こ
の

ド
ラ

マ
を

観
た

後
に

、
自

分
に

で
き

る
こ

と
は

何
か

を
考

え
て

み
て

ほ
し

い
で

す
。

　
高

校
３

年
生

の
悠

は
、

高
校

一
年

生
の

妹
・

梨
沙

の
手

作
り

弁
当

を
毎

日
食

べ
て

い
る

。
悠

に
と

っ
て

は
そ

れ
が

日
常

だ
っ

た
が

、
妹

に
と

っ
て

は
そ

う
で

は
な

か
っ

た
。

あ
る

日
、

そ
れ

に
気

づ
い

た
悠

は
、

自
分

に
何

か
で

き
る

こ
と

は
な

い
か

と
考

え
、

い
つ

も
妹

に
作

っ
て

も

ら
っ

て
い

る
お

弁
当

を
作

っ
て

あ
げ

る
こ

と
に

決
め

る
。

ク
ラ

ス
メ

イ
ト

の
蒼

に
協

力
し

て
も

ら
い

、
放

課
後

一
緒

に
料

理
の

練
習

を
始

め
る

こ
と

に
し

た
。

料
理

の
経

験
が

ま
っ

た
く

な

か
っ

た
悠

は
、

失
敗

を
繰

り
返

す
。

　
少

し
ず

つ
料

理
の

腕
が

上
達

し
て

き
た

悠
だ

っ
た

が
、

あ
る

日
、

妹
と

け
ん

か
を

し
て

し
ま

う
。

ず
っ

と
妹

の
こ

と
を

思
っ

て
行

動
し

て
き

た
は

ず
な

の
に

、
思

わ
ぬ

出
来

事
に

悠
は

後
悔

す
る

。
し

か
も

次
の

日
は

妹
に

お
弁

当
を

作
っ

て
あ

げ
る

予
定

の
日

だ
っ

た
。

複
雑

な
感

情
に

左
右

さ
れ

る
悠

。
は

た
し

て
悠

は
無

事
に

お
弁

当
を

完
成

さ
せ

、
妹

と
仲

直
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

の
か

。
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Ｒ
１

　
Ｎ

コ
ン

県
大

会
　

番
組

エ
ン

ト
リ

ー
一

覧
2
0
1
9
/6

/6

創
作

ラ
ジ

オ
ド

ラ
マ

部
門

№
学

校
タ

イ
ト

ル
ﾌﾘ

ｶﾞ
ﾅ

制
作

意
図

あ
ら

す
じ

1
大

分
県

立
芸

術
緑

丘
高

等
学

校
徒

花
の

僕
ら

ｱﾀ
ﾞﾊ

ﾞﾅ
ﾉﾎ

ﾞｸ
ﾗ

　
人

々
は

、
将

来
に

誰
も

が
老

い
る

こ
と

を
予

定
し

て
い

ま
す

。
し

か
し

人
類

そ
の

も
の

が
4
0

歳
で

死
ん

で
し

ま
う

社
会

が
あ

っ
た

と
し

た
ら

ど
う

で
し

ょ
う

。
そ

こ
に

は
高

齢
社

会
も

な

く
、

医
療

費
問

題
も

年
金

問
題

も
あ

り
ま

せ
ん

。
そ

ん
な

社
会

に
生

き
る

中
学

生
の

日
常

を
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
し

ま
し

た
。

彼
ら

が
中

学
卒

業
後

に
夢

見
る

未
来

は
ど

う
描

か
れ

る
の

で

し
ょ

う
か

。

　
こ

こ
は

4
0
歳

ま
で

し
か

生
き

ら
れ

な
い

世
界

。
も

う
す

ぐ
中

学
を

卒
業

す
る

「
メ

イ
」

と

「
ひ

な
の

」
の

2
人

は
、

教
室

の
片

隅
で

他
愛

の
な

い
話

を
し

て
い

た
。

今
後

彼
女

た
ち

は

別
々

の
進

路
で

そ
れ

ぞ
れ

の
思

惑
を

胸
に

、
自

身
に

課
せ

ら
れ

た
短

い
生

涯
を

歩
ん

で
い

く
。

世
界

の
常

識
を

受
け

入
れ

平
凡

な
人

生
を

望
む

メ
イ

。
短

す
ぎ

る
人

生
に

疑
問

を
抱

き
、

限
界

を
打

ち
破

ろ
う

と
す

る
ひ

な
の

。
彼

女
た

ち
が

望
ん

だ
人

生
の

縮
尺

に
、

正
解

は
あ

る
の

だ
ろ

う
か

。

2
大

分
県

立
臼

杵
高

等
学

校
イ

ン
ビ

ジ
ブ

ル
　

フ
ェ

イ
ス

ｲﾝ
ﾋﾞ

ｼﾞ
ﾌﾞ

ﾙ 
ﾌｪ

ｲｽ

普
段

､私
た

ち
は

友
人

の
ど

れ
だ

け
の

「
顔

」
を

知
っ

て
い

る
の

で
し

ょ
う

か
。

知
っ

て
い

る

よ
う

な
気

に
な

っ
て

い
て

も
、

本
当

は
知

ら
な

い
こ

と
が

た
く

さ
ん

あ
る

と
思

い
ま

す
。

喧
嘩

や
言

い
争

い
を

し
て

し
ま

っ
た

と
き

、
話

も
聞

か
ず

に
思

い
込

み
で

行
動

し
て

し
ま

っ
た

ら
、

相
手

と
の

距
離

は
ど

ん
ど

ん
遠

ざ
か

り
、

取
り

返
し

の
つ

か
な

い
こ

と
に

な
る

こ
と

も
あ

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
様

々
な

角
度

か
ら

、
そ

の
人

の
「

顔
」

を
見

つ
め

て
し

っ
か

り
向

き
合

う
こ

と
で

友
人

と
の

よ
り

よ
い

関
係

が
築

け
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
、

こ
の

番
組

を
制

作
し

ま
し

た
。

高
校

生
の

涼
花

は
友

人
の

雛
子

と
放

課
後

の
教

室
に

い
た

。
そ

こ
で

同
じ

ク
ラ

ス
の

湊
が

ク
ラ

ス
メ

イ
ト

に
嫌

が
ら

せ
を

し
て

い
る

の
を

目
撃

し
て

し
ま

す
。

涼
花

は
止

め
に

入
ろ

う
と

す
る

が
、

雛
子

に
や

め
た

ほ
う

が
い

い
と

止
め

ら
れ

て
し

ま
す

。
雛

子
は

止
め

た
理

由
を

涼
花

に
説

明
し

よ
う

と
す

る
が

、
涼

花
は

話
も

聞
か

ず
に

湊
の

ほ
う

へ
向

か
っ

て
い

く
。

し
か

し
止

め
よ

う
と

し
た

時
に

は
す

べ
て

は
収

ま
っ

て
い

た
。

気
分

を
害

し
た

涼
花

は
雛

子
を

置
い

て
先

に

帰
っ

て
し

ま
う

。
そ

の
帰

り
道

で
涼

花
は

具
合

が
悪

く
な

り
、

病
院

に
緊

急
搬

送
さ

れ
る

。
気

づ
い

た
と

き
に

は
病

院
の

ベ
ッ

ド
に

い
た

。
そ

こ
で

涼
花

は
自

分
の

母
親

と
医

師
が

話
し

て
い

る
の

を
聞

き
、

自
分

の
寿

命
が

一
年

も
も

た
な

い
こ

と
を

知
っ

て
し

ま
う

。
す

っ
か

り
落

ち
込

ん
で

し
ま

っ
た

涼
花

だ
っ

た
が

そ
こ

に
怪

し
い

男
が

現
れ

、
あ

る
話

を
聞

か
さ

れ
る

。
「

君
の

命
を

助
け

て
あ

げ
よ

う
。

君
が

自
分

の
身

代
わ

り
に

な
っ

て
く

れ
る

人
間

を
探

し
た

ら
い

い
。

」
と

。
涼

花
は

こ
の

話
を

聞
き

、
自

分
の

周
り

の
人

間
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
ら

れ
る

。

3
大

分
県

立
別

府
鶴

見
丘

高
等

学
校

願
い

の
星

が
降

る
夜

に
ﾈｶ

ﾞｲ
ﾉﾎ

ｼｶ
ﾞﾌ

ﾙﾖ
ﾙﾆ

私
た

ち
は

普
段

生
活

を
す

る
中

で
、

た
く

さ
ん

の
願

い
を

口
に

し
て

い
ま

す
。

そ
れ

は
自

分
の

行
動

で
か

な
え

ら
れ

る
も

の
で

あ
っ

た
り

、
願

い
が

大
き

す
ぎ

て
神

頼
み

を
す

る
し

か
な

い
も

の
で

あ
っ

た
り

し
ま

す
。

で
も

、
そ

の
願

い
は

私
た

ち
の

支
え

と
な

っ
て

日
常

を
彩

っ
て

く
れ

ま
す

。
私

た
ち

に
と

っ
て

の
か

け
が

え
の

な
い

日
常

へ
の

思
い

が
、

2
人

の
ド

ラ
マ

を
通

じ
て

伝
わ

れ
ば

幸
い

で
す

。

神
様

に
願

い
を

伝
え

る
な

ん
て

バ
カ

ら
し

い
と

思
っ

て
い

た
コ

ト
ハ

。
た

ま
た

ま
七

夕
の

イ
ベ

ン
ト

に
誘

わ
れ

た
コ

ト
ハ

は
、

余
命

1
年

の
悲

し
い

願
い

を
も

っ
た

少
女

ハ
ナ

と
出

会
う

。

「
来

年
も

七
夕

の
お

願
い

事
が

で
き

ま
す

よ
う

に
」

家
族

の
よ

う
に

親
し

く
仲

を
深

め
た

2
人

の
将

来
は

・
・

・
。

4
大

分
県

立
宇

佐
高

等
学

校
B

e
li
e
ve

 o
w

n
 w

a
y

ﾋﾞ
ﾘｰ

ｳﾞ
 ｵ

ｳﾝ
 ｳ

ｪｲ

現
代

の
学

生
等

が
持

つ
悩

み
の

う
ち

、
今

回
私

達
が

注
目

し
た

の
は

受
験

生
特

有
の

葛
藤

と
、

Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ

問
題

で
す

。
中

で
も

特
に

Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ

問
題

に
重

点
を

置
き

、
台

本
を

考
え

ま
し

た
。

第
三

者
だ

け
の

意
見

で
な

く
、

実
際

に
問

題
を

抱
え

て
い

る
人

た
ち

の
意

見
も

取
り

入
れ

ま
し

た
。

従
っ

て
、

当
番

組
が

こ
の

２
つ

の
問

題
や

も
ち

ろ
ん

他
の

問
題

を
抱

え
て

い
る

人
た

ち
に

と
っ

て
新

し
い

「
道

」
に

な
る

こ
と

を
願

い
な

が
ら

制
作

し
ま

し
た

。
最

後
に

答
え

を
出

し
て

い
な

い
の

で
、

是
非

皆
さ

ん
に

考
え

て
頂

き
た

い
で

す
。

　
舞

台
は

と
あ

る
高

校
の

音
楽

室
。

　
主

人
公

は
２

人
。

先
輩

の
す

ず
か

と
後

輩
の

あ
お

い
。

　
吹

奏
楽

部
の

活
動

を
終

え
た

２
人

は
各

自
、

自
主

練
習

を
す

る
こ

と
に

し
た

。
あ

お
い

は
、

最
近

遅
く

ま
で

残
っ

て
い

る
す

ず
か

に
気

付
き

話
し

か
け

る
。

す
る

と
す

ず
か

は
、

最
近

残
っ

て
い

る
理

由
を

あ
お

い
に

話
し

始
め

た
。

　
そ

の
内

容
と

は
、

受
験

期
に

あ
る

周
囲

か
ら

の
圧

迫
感

に
よ

る
悩

み
だ

っ
た

。
自

分
が

悩
み

を
抱

え
て

い
な

が
ら

も
、

後
輩

で
あ

る
あ

お
い

も
悩

み
を

抱
え

て
い

る
こ

と
に

す
ず

か
は

気
が

つ
い

た
。

す
ず

か
は

さ
り

げ
な

く
問

い
か

け
る

が
、

あ
お

い
の

悩
み

は
自

分
が

想
定

し
て

い
た

も
の

よ
り

は
る

か
に

難
し

い
も

の
だ

っ
た

。
周

り
と

違
う

、
つ

ま
り

普
通

で
は

な
い

自
分

を
受

け
入

れ
ら

れ
な

い
で

い
た

あ
お

い
。

そ
れ

に
対

し
て

す
ず

か
は

、
自

分
の

進
路

の
こ

と
を

話
し

た
。

あ
お

い
は

、
道

は
１

つ
で

は
な

い
こ

と
に

気
付

く
。

他
の

人
と

違
っ

て
も

い
い

。
自

分
の

道
だ

け
信

じ
れ

ば
よ

い
。

２
人

の
出

し
た

答
え

と
は

・
・

・
。
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Ｒ
１

　
Ｎ

コ
ン

県
大

会
　

番
組

エ
ン

ト
リ

ー
一

覧
2
0
1
9
/6

/6

№
学

校
タ

イ
ト

ル
ﾌﾘ

ｶﾞ
ﾅ

制
作

意
図

あ
ら

す
じ

5
大

分
県

立
大

分
豊

府
高

等
学

校
夕

焼
け

a
il
e

ﾕｳ
ﾔｹ

ｴｰ
ﾙ

他
人

と
自

分
を

比
べ

、
ネ

ガ
テ

ィ
ヴ

に
な

っ
た

事
が

あ
る

人
は

多
い

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う

か
。

高
校

生
は

ち
ょ

う
ど

思
春

期
を

迎
え

、
他

人
か

ら
の

評
価

に
敏

感
に

な
る

時
期

で
す

。
自

分
の

今
い

る
位

置
が

気
に

な
る

こ
と

は
心

理
的

に
当

然
の

こ
と

。
し

か
し

、
人

と
比

べ
る

こ
と

で
落

ち
込

み
、

自
分

は
必

要
と

さ
れ

て
い

な
い

の
で

は
と

考
え

る
必

要
は

あ
り

ま
せ

ん
。

日
々

落
ち

込
み

が
ち

な
高

校
生

や
ネ

ガ
テ

ィ
ヴ

に
考

え
が

ち
な

す
べ

て
の

人
に

少
し

で
も

自
分

に
自

信
を

持
っ

て
ほ

し
い

と
い

う
意

図
を

込
め

、
こ

の
番

組
を

制
作

し
ま

し
た

。

度
胸

が
な

く
空

を
飛

べ
な

い
と

あ
る

烏
は

、
あ

る
日

木
か

ら
落

下
し

気
絶

し
て

し
ま

う
。

そ
ん

な
悪

夢
か

ら
目

を
覚

ま
し

安
堵

す
る

の
は

主
人

公
の

鳥
野

。
鳥

野
は

甲
子

園
出

場
を

夢
見

る
高

校
二

年
生

。
元

々
の

運
動

神
経

は
悪

く
な

い
も

の
の

、
人

一
倍

ド
ジ

な
彼

は
甲

子
園

ど
こ

ろ

か
、

ベ
ン

チ
入

り
も

難
し

い
状

態
で

あ
る

。
そ

ん
な

彼
を

見
か

ね
た

親
友

は
二

人
で

特
訓

を
す

る
こ

と
を

提
案

し
、

互
い

に
甲

子
園

出
場

を
誓

い
合

う
。

し
か

し
、

持
ち

前
の

ド
ジ

は
治

る
こ

と
も

な
く

、
ま

た
自

分
と

違
っ

て
何

で
も

で
き

る
親

友
に

嫌
気

が
さ

し
た

鳥
野

は
退

部
を

考
え

て
い

た
。

親
友

に
八

つ
当

た
っ

て
し

ま
う

も
「

他
人

と
比

べ
る

意
味

の
無

さ
」

「
自

分
に

自
信

を
持

つ
こ

と
の

大
切

さ
」

を
説

得
さ

れ
た

鳥
野

は
、

も
う

一
度

自
信

を
取

り
戻

す
。

気
合

を
入

れ
な

お
す

鳥
野

は
転

が
っ

て
き

た
球

に
気

付
く

こ
と

が
出

来
ず

、
球

に
足

を
滑

ら
せ

て
気

絶
し

て
し

ま
う

。
目

覚
め

た
鳥

野
は

暗
い

森
の

中
で

自
分

が
烏

で
あ

っ
た

こ
と

、
今

ま
で

の
事

は
す

べ
て

夢
で

あ
っ

た
こ

と
に

気
が

付
く

。
夢

の
中

で
出

会
っ

た
親

友
か

ら
の

ye
ll
を

胸
に

、
烏

は

静
か

に
翼

（
a
il
e
）

を
広

げ
た

。

6
大

分
県

立
大

分
豊

府
高

等
学

校
a
 t

e
m

p
o

ｱ 
ﾃﾝ

ﾎﾟ

ご
く

あ
り

ふ
れ

た
日

常
の

何
気

な
い

風
景

。
変

わ
り

映
え

の
な

い
飽

き
飽

き
し

た
日

々
に

不
意

に
現

れ
た

笑
顔

の
似

合
う

人
。

特
に

何
も

思
わ

ず
交

わ
す

た
わ

い
の

な
い

言
葉

。
あ

な
た

が
身

近
に

感
じ

る
も

の
は

何
で

す
か

。
い

つ
も

目
に

す
る

風
景

、
耳

に
感

じ
る

音
が

実
は

か
け

が
え

の
な

い
も

の
で

あ
っ

た
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
そ

こ
に

あ
る

も
の

は
奇

跡
な

の
か

も
し

れ
ま

せ

ん
。

そ
ん

な
二

人
か

ら
紡

ぎ
だ

さ
れ

る
日

常
の

音
を

伝
え

た
い

と
思

い
、

こ
の

番
組

を
制

作
し

ま
し

た
。

春
。

平
凡

な
帰

り
道

に
飽

き
て

い
た

カ
イ

ト
に

声
を

か
け

る
サ

キ
。

そ
れ

を
き

っ
か

け
に

帰
り

道
を

少
し

だ
け

共
に

す
る

よ
う

に
な

っ
た

二
人

。
月

日
を

重
ね

る
に

つ
れ

て
距

離
も

縮
ま

り
、

二
人

で
の

帰
り

道
は

当
た

り
前

の
も

の
に

な
っ

て
い

く
。

あ
る

日
、

迷
い

な
が

ら
も

自
分

の
目

標
を

追
い

か
け

よ
う

と
す

る
サ

キ
に

、
こ

れ
ま

で
の

日
常

が
実

は
か

け
が

え
の

な
い

も
の

だ
っ

た
こ

と
に

カ
イ

ト
は

気
付

く
。

日
常

を
失

い
た

く
な

い
気

持
ち

と
サ

キ
を

心
か

ら
応

援
し

た
い

気
持

ち
の

中
で

葛
藤

す
る

カ
イ

ト
。

サ
キ

と
出

会
っ

て
か

ら
、

何
も

な
か

っ
た

は
ず

の
帰

り
道

は
た

く
さ

ん
の

思
い

出
が

詰
ま

っ
た

も
の

へ
変

わ
っ

た
。

自
分

も
サ

キ
の

よ
う

に
な

り
た

い
。

こ
の

道
を

他
の

だ
れ

か
に

と
っ

て
も

意
味

の
あ

る
も

の
に

し
た

い
。

い
つ

し
か

そ
う

思
う

よ
う

に
な

っ
た

カ
イ

ト
は

、
サ

キ
と

の
思

い
出

を
胸

に
、

一
年

前
の

自
分

と
同

じ
よ

う
な

少
女

に
声

を
か

け
る

の
だ

っ
た

。

7
大

分
県

立
大

分
工

業
高

等
学

校
Ｄ

Ｉ
Ｗ

Ｉ
ﾃﾞ

ｨｰ
ｱｲ

ﾀﾞ
ﾌﾞ

ﾘｭ
ｱｲ

工
業

高
校

で
は

実
習

と
し

て
各

科
様

々
な

も
の

を
作

っ
て

い
る

が
、

テ
キ

ス
ト

に
沿

っ
て

課
題

を
作

る
だ

け
で

、
自

分
か

ら
こ

れ
を

作
り

た
い

、
と

い
う

動
き

は
取

り
に

く
い

。
も

の
づ

く
り

が
し

た
い

か
ら

工
業

高
校

に
来

た
、

と
い

う
人

が
自

分
た

ち
で

考
え

、
作

り
た

い
も

の
を

作
り

あ
げ

る
姿

を
ラ

ジ
オ

ド
ラ

マ
に

し
た

。

昼
休

み
に

な
る

と
い

つ
も

渡
り

廊
下

で
ラ

ジ
オ

を
聴

い
て

い
る

女
子

が
気

に
な

っ
た

あ
る

放
送

部
員

は
、

彼
女

が
お

昼
の

ラ
ジ

オ
番

組
で

お
気

に
入

り
の

音
楽

が
流

れ
る

の
を

待
っ

て
い

る
事

を
知

る
。

他
の

放
送

部
員

と
番

組
で

曲
を

か
け

て
も

ら
お

う
と

リ
ク

エ
ス

ト
を

出
す

が
、

年
配

の
方

に
向

け
た

番
組

な
の

で
、

リ
ク

エ
ス

ト
は

採
用

さ
れ

な
い

。
つ

い
に

、
放

送
部

は
、

彼
女

の
た

め
だ

け
に

ミ
ニ

Ｆ
Ｍ

局
を

開
局

し
、

曲
を

届
け

よ
う

と
す

る
。

8
大

分
県

立
高

田
高

等
学

校
空

の
イ

ス
カ

ｿﾗ
ﾉｲ

ｽｶ

　
将

来
の

た
め

に
重

要
で

あ
り

、
楽

し
い

思
い

出
作

り
の

場
で

あ
る

高
校

生
活

。
中

に
は

友
達

を
作

ろ
う

と
し

て
作

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

り
、

成
績

が
思

わ
し

く
な

く
て

夢
を

断
念

し
て

し
ま

う
人

も
い

る
と

思
い

ま
す

。
し

か
し

、
忘

れ
な

い
で

ほ
し

い
。

き
っ

と
近

く
に

心
を

通
わ

せ
ら

れ
る

人
が

い
る

こ
と

を
。

誰
を

頼
っ

て
で

も
諦

め
ず

に
夢

を
追

い
続

け
れ

ば
き

っ
と

叶
う

と
い

う
こ

と
を

。
そ

う
い

う
思

い
を

込
め

て
こ

の
作

品
を

作
り

ま
し

た
。

　
空

を
見

上
げ

な
が

ら
自

分
た

ち
を

見
つ

め
な

お
す

主
人

公
と

そ
の

友
人

。
か

つ
て

主
人

公
は

思
う

よ
う

に
成

績
を

伸
ば

せ
ず

、
挫

折
に

打
ち

拉
が

れ
、

自
ら

の
夢

で
あ

り
憧

れ
で

も
あ

っ
た

パ
イ

ロ
ッ

ト
を

諦
め

か
け

て
い

た
。

だ
が

、
あ

る
日

空
が

好
き

だ
と

い
う

友
人

に
出

会
い

、
自

分
の

夢
に

対
す

る
思

い
を

打
ち

明
け

る
。

将
来

に
向

け
て

奔
走

す
る

青
春

ス
ト

ー
リ

ー
。

19



Ｒ
１

　
Ｎ

コ
ン

県
大

会
　

番
組

エ
ン

ト
リ

ー
一

覧
2
0
1
9
/6

/6

№
学

校
タ

イ
ト

ル
ﾌﾘ

ｶﾞ
ﾅ

制
作

意
図

あ
ら

す
じ

9
大

分
県

立
大

分
上

野
丘

高
等

学
校

宝
く

じ
ﾀｶ

ﾗｸ
ｼﾞ

普
段

の
日

常
の

自
分

の
生

活
を

元
に

自
分

を
支

え
て

く
れ

て
い

る
す

べ
て

の
人

へ
の

感
謝

を
忘

れ
な

い
よ

う
に

し
よ

う
と

い
う

意
図

で
作

り
ま

し
た

。
自

分
が

悩
み

や
辛

い
壁

に
直

面
し

た

際
、

救
っ

て
く

れ
る

の
は

、
常

に
家

族
や

友
達

で
す

。
彼

ら
、

彼
女

ら
の

存
在

の
尊

さ
を

高
校

生
は

忘
れ

か
け

て
い

る
人

が
多

い
の

で
は

な
い

の
で

し
ょ

う
か

。
こ

の
ラ

ジ
オ

ド
ラ

マ
は

そ
ん

な
主

人
公

が
尊

さ
を

再
認

識
し

ま
す

。
こ

れ
を

聞
い

て
く

れ
た

た
く

さ
ん

の
高

校
生

が
主

人
公

と
同

様
に

再
認

識
し

て
く

れ
れ

ば
嬉

し
い

で
す

。

主
人

公
は

高
校

に
な

り
中

学
の

頃
の

友
達

が
皆

無
の

倉
本

で
す

｡そ
ん

な
彼

に
最

大
の

幸
福

が

訪
れ

ま
す

。
タ

イ
ト

ル
の

通
り

な
ん

と
宝

く
じ

が
当

た
っ

た
の

で
す

。
ク

ラ
ス

メ
ー

ト
と

の
接

近
に

大
成

功
し

、
夜

焼
肉

に
行

く
約

束
を

し
ま

し
た

。
し

か
し

家
に

帰
る

と
予

想
外

の
出

来
事

が
彼

に
起

こ
り

ま
す

。
な

ん
と

下
一

桁
の

違
い

で
宝

く
じ

は
空

く
じ

と
な

っ
て

し
ま

い
ま

し

た
。

み
ん

な
と

の
約

束
が

あ
る

倉
本

は
自

分
の

貯
金

を
崩

し
焼

肉
へ

と
行

き
ま

す
。

し
か

し
み

ん
な

の
尋

常
じ

ゃ
な

い
頼

む
量

に
た

ま
ら

ず
逃

げ
て

し
ま

い
ま

し
た

。
そ

の
代

金
は

母
が

払
っ

て
く

れ
て

い
ま

し
た

。
家

族
の

尊
さ

を
再

認
識

し
ま

す
。

母
の

為
に

も
と

、
決

意
し

こ
の

真
相

を
ク

ラ
ス

メ
ー

ト
に

言
い

ま
し

た
。

ま
た

仲
間

外
れ

に
さ

れ
る

と
覚

悟
し

て
い

た
倉

本
。

し
か

し
ク

ラ
ス

メ
ー

ト
は

違
い

ま
し

た
。

友
情

の
深

さ
に

も
再

認
識

し
ま

し
た

。
そ

の
夜

の
こ

と
、

倉
本

の
父

と
母

が
例

の
焼

肉
店

に
い

ま
し

た
。

そ
し

て
頼

ん
で

い
た

の
は

高
級

な
も

の
。

そ
の

お
金

の
出

所
は

宝
く

じ
で

す
。

両
親

は
息

子
の

為
を

思
っ

て
わ

ざ
と

外
れ

た
ふ

り
を

し
て

い
た

の
で

し
た

。

1
0

大
分

県
立

大
分

上
野

丘
高

等
学

校
月

の
な

い
こ

の
夜

に
ﾂｷ

ﾉﾅ
ｲｺ

ﾉﾖ
ﾙﾆ

こ
の

作
品

は
、

夢
見

た
光

景
を

自
分

の
手

で
描

こ
う

と
す

る
高

校
生

を
主

人
公

と
し

て
い

ま

す
。

で
す

が
、

実
際

の
と

こ
ろ

、
彼

の
よ

う
に

眠
っ

て
い

る
時

に
み

た
夢

を
追

い
か

け
る

こ
と

は
な

い
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
で

も
、

高
校

生
で

あ
る

私
た

ち
は

、
“将

来
の

夢
”を

必
ず

追
い

か

け
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

そ
の

夢
は

と
て

も
大

き
く

、
な

か
な

か
手

に
入

れ
る

こ
と

が
で

き
な

い
も

の
で

あ
っ

て
も

諦
め

ず
に

最
後

の
最

後
ま

で
追

い
か

け
て

ほ
し

い
と

思
い

こ
の

作
品

を
制

作
し

ま
し

た
。

主
人

公
は

月
の

な
い

夜
に

早
見

と
い

う
後

輩
に

告
白

し
て

い
る

夢
を

見
る

。
だ

が
そ

れ
は

現
実

で
は

あ
り

え
な

い
情

景
だ

っ
た

。
そ

の
こ

と
に

疑
問

を
覚

え
つ

つ
も

部
活

し
て

い
る

と
こ

ろ

に
、

後
輩

の
宮

崎
が

や
っ

て
く

る
。

そ
し

て
夢

の
こ

と
に

つ
い

て
話

す
と

そ
れ

は
彼

女
の

父
親

の
映

画
の

ワ
ン

シ
ー

ン
と

同
じ

こ
と

が
判

明
す

る
。

し
か

し
そ

れ
は

ま
だ

完
成

し
て

お
ら

ず
、

主
人

公
が

そ
れ

を
見

て
い

る
は

ず
が

な
い

。
疑

問
が

深
ま

る
中

、
宮

崎
が

主
人

公
に

そ
の

映
画

に
出

て
み

な
い

か
と

誘
う

。
宮

崎
は

主
人

公
の

夢
は

こ
の

た
め

だ
と

考
え

た
の

だ
。

主
人

公
は

戸
惑

う
も

の
の

、
自

分
の

見
た

夢
を

実
現

す
る

た
め

に
そ

の
こ

と
を

了
承

す
る

。
そ

し
て

撮
影

が
始

ま
っ

た
。

当
然

主
人

公
は

初
心

者
の

た
め

苦
労

す
る

が
宮

崎
の

応
援

を
う

け
、

や
り

遂
げ

て
い

く
。

そ
ん

な
中

、
宮

崎
へ

恋
慕

の
想

い
を

抱
い

た
主

人
公

は
、

自
分

の
言

葉
で

宮
崎

へ
自

分
の

想
い

を
告

げ
る

。

1
1

大
分

東
明

高
等

学
校

才
能

人
ｻｲ

ﾉｳ
ｼﾞ

ﾝ

得
意

な
こ

と
が

あ
っ

た
け

ど
、

自
分

よ
り

才
能

の
あ

る
人

に
出

会
っ

て
し

ま
い

声
を

大
に

し
て

自
慢

で
き

な
く

な
っ

た
り

、
喪

失
感

を
味

わ
い

苦
い

思
い

出
と

な
っ

て
し

ま
っ

た
り

し
た

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

か
。

で
も

、
そ

ん
な

過
去

に
い

つ
ま

で
も

と
ら

わ
れ

ず
前

を
向

い
て

歩
い

て
い

き
た

い
、

そ
ん

な
思

い
を

作
品

に
し

ま
し

た
。

幼
い

頃
か

ら
ラ

グ
ビ

ー
を

し
て

い
た

が
、

挫
折

を
味

わ
い

、
高

校
で

は
何

と
な

く
放

送
部

に

入
っ

た
杉

田
ハ

ル
は

、
気

持
ち

を
新

た
に

意
気

込
ん

で
作

っ
た

作
品

が
大

会
で

酷
評

さ
れ

、

シ
ョ

ッ
ク

を
受

け
る

。
し

か
し

、
挫

折
感

を
味

わ
っ

た
こ

と
で

、
彼

は
も

う
一

度
ラ

グ
ビ

ー
に

挑
戦

し
挫

折
を

乗
り

越
え

た
い

と
思

う
よ

う
に

な
る

。
そ

し
て

、
退

部
を

決
め

た
ハ

ル
が

先
輩

ア
ン

ナ
に

打
ち

明
け

る
と

、
彼

女
か

ら
あ

る
提

案
が

…

1
2

大
分

県
立

中
津

北
高

等
学

校
諭

吉
、

お
札

や
め

る
っ

て
よ

。
ﾕｷ

ﾁ､
ｵｻ

ﾂﾔ
ﾒﾙ

ｯﾃ
ﾖ

皆
さ

ん
が

毎
日

の
よ

う
に

目
に

す
る

お
札

。
そ

こ
に

描
か

れ
て

い
る

人
物

と
い

え
ば

誰
を

思
い

出
し

ま
す

か
？

こ
れ

は
福

沢
諭

吉
と

い
う

人
物

の
肖

像
画

が
歩

ん
で

き
た

4
0
年

間
の

お
話

で

す
。

皆
さ

ん
が

何
気

な
く

使
っ

て
き

た
お

札
に

も
皆

さ
ん

の
知

ら
な

い
物

語
が

隠
さ

れ
て

い
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

福
沢

諭
吉

の
一

万
円

札
が

今
ま

で
歩

ん
で

き
た

軌
跡

を
振

り
返

り
な

が

ら
、

彼
の

お
札

と
し

て
の

一
生

を
描

き
た

い
と

考
え

、
こ

の
作

品
を

制
作

し
ま

し
た

。

「
次

の
ニ

ュ
ー

ス
で

す
。

政
府

は
今

日
、

現
在

発
行

さ
れ

て
い

る
す

べ
て

の
紙

幣
を

刷
新

す
る

こ
と

に
な

り
ま

し
た

。
」

「
諭

吉
さ

ん
！

こ
れ

で
僕

た
ち

も
お

役
御

免
で

す
ね

。
今

ま
で

色
々

お
世

話
に

な
り

ま
し

た
。

」
「

私
も

英
世

君
と

諭
吉

さ
ん

と
3
人

で
お

札
を

や
っ

て
こ

れ
て

楽

し
か

っ
た

で
す

。
今

ま
で

本
当

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
」

「
な

ん
だ

よ
、

改
ま

っ

て
。

ま
だ

こ
の

先
、

5
年

も
あ

る
の

だ
か

ら
気

が
早

い
よ

。
」

「
ま

あ
、

そ
れ

に
し

て
も

こ
れ

ま
で

色
々

あ
っ

た
な

。
」

「
そ

う
い

え
ば

諭
吉

さ
ん

が
お

札
に

な
っ

た
時

っ
て

ど
ん

な
感

じ

だ
っ

た
ん

で
す

か
？

」
「

私
も

聞
き

た
い

で
す

。
」

「
恥

ず
か

し
い

か
ら

あ
ま

り
話

し
た

く
な

か
っ

た
ん

だ
け

ど
、

1
5
年

以
上

の
長

い
付

き
合

い
だ

、
今

日
く

ら
い

話
し

て
や

ろ
う

か
。

」

「
時

は
1
9
8
4
年

6
月

2
5
日

に
さ

か
の

ぼ
り

ま
す

。
」

「
今

日
か

ら
聖

徳
太

子
さ

ん
に

代
わ

っ
て

一
万

円
札

を
務

め
ま

す
、

福
沢

諭
吉

で
す

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

」
－

果
た

し
て

、
一

万
円

札
の

知
ら

れ
ざ

る
過

去
と

は
…

本
編

を
お

楽
し

み
に

。
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Ｒ
１

　
Ｎ

コ
ン

県
大

会
　

番
組

エ
ン

ト
リ

ー
一

覧
2
0
1
9
/6

/6

№
学

校
タ

イ
ト

ル
ﾌﾘ

ｶﾞ
ﾅ

制
作

意
図

あ
ら

す
じ

1
3

大
分

県
立

大
分

南
高

等
学

校
一

番
守

り
た

い
も

の
ｲﾁ

ﾊﾞ
ﾝﾏ

ﾓﾘ
ﾀｲ

ﾓﾉ

「
あ

る
人

の
こ

と
を

本
当

に
助

け
て

あ
げ

た
い

。
」

そ
う

思
う

こ
と

は
あ

り
ま

す
よ

ね
。

で

も
、

実
際

に
他

人
を

助
け

る
と

い
う

の
は

、
簡

単
な

こ
と

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

自
分

の
身

を
犠

牲
に

し
て

で
も

そ
の

人
の

こ
と

を
本

当
に

守
っ

て
あ

げ
た

い
。

そ
う

思
っ

た
と

き
に

、
人

間
は

本
当

に
強

く
な

れ
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
そ

ん
な

こ
と

を
考

え
、

こ
の

ド
ラ

マ
を

制
作

し
ま

し
た

。

主
人

公
は

、
幼

く
し

て
両

親
を

亡
く

し
、

叔
父

さ
ん

に
引

き
取

ら
れ

暮
ら

し
て

い
る

男
子

高
校

生
で

あ
る

。
バ

イ
ト

で
稼

げ
る

お
金

も
限

ら
れ

て
お

り
、

毎
日

の
お

昼
は

、
粗

末
な

も
の

し
か

食
べ

ら
れ

な
い

で
い

た
。

そ
こ

に
、

ク
ラ

ス
メ

イ
ト

の
女

子
が

、
お

弁
当

を
作

っ
て

く
れ

る
よ

う
に

な
る

。
主

人
公

は
、

そ
の

女
子

に
毎

日
感

謝
す

る
。

と
こ

ろ
が

、
実

は
こ

の
女

子
に

も
重

い
現

実
が

の
し

か
か

っ
て

い
た

。
あ

る
日

、
あ

る
ト

ラ
ブ

ル
が

起
こ

り
、

そ
こ

で
男

子
高

校
生

が
と

っ
た

行
動

は
・

・
・

1
4

大
分

県
立

杵
築

高
等

学
校

遠
く

な
い

未
来

の
話

ﾄｵ
ｸﾅ

ｲﾐ
ﾗｲ

ﾉﾊ
ﾅｼ

最
近

よ
く

A
Iや

ロ
ボ

ッ
ト

の
技

術
の

発
展

を
耳

に
し

ま
す

。
私

た
ち

生
活

が
便

利
に

な
っ

て
い

く
の

は
と

て
も

素
晴

ら
し

い
こ

と
で

す
。

し
か

し
、

ロ
ボ

ッ
ト

が
人

の
代

わ
り

に
ほ

と
ん

ど
の

仕
事

を
や

っ
て

し
ま

う
よ

う
に

な
る

と
、

将
来

、
人

の
仕

事
が

全
く

な
く

な
っ

て
し

ま
う

日
が

来
る

か
も

し
れ

な
い

。
そ

の
危

機
性

を
知

っ
て

ほ
し

い
と

い
う

思
い

を
込

め
て

制
作

し
ま

し

た
。

1
4
歳

の
誕

生
日

を
迎

え
た

サ
ク

ラ
は

、
自

分
そ

っ
く

り
の

ア
ン

ド
ロ

イ
ド

を
父

か
ら

プ
レ

ゼ
ン

ト
し

て
も

ら
い

「
サ

キ
」

と
名

付
け

た
。

サ
ク

ラ
は

サ
キ

を
自

分
の

代
わ

り
に

学
校

に
行

か

せ
、

ば
れ

る
こ

と
な

く
一

日
を

過
ご

し
た

。
翌

日
サ

ク
ラ

が
学

校
へ

行
く

と
、

前
日

の
サ

キ
の

活
躍

を
聞

か
さ

れ
嬉

し
く

な
る

。
し

か
し

、
サ

キ
を

学
校

に
行

か
せ

た
こ

と
が

母
親

に
ば

れ
、

サ
キ

の
返

品
が

決
ま

る
。

「
サ

キ
に

な
れ

た
ら

」
と

い
う

サ
ク

ラ
の

言
葉

を
聞

い
た

サ
キ

は
、

サ
ク

ラ
の

願
い

を
叶

え
る

べ
く

、
サ

ク
ラ

に
な

り
替

わ
ろ

う
と

し
た

。
だ

ん
だ

ん
と

、
サ

ク
ラ

が
自

分
で

学
校

に
行

っ
て

も
信

じ
て

も
ら

え
な

い
こ

と
が

増
え

、
両

親
か

ら
も

間
違

え
ら

れ
る

よ
う

に
な

る
。

そ
し

て
、

サ
キ

は
サ

ク
ラ

に
な

り
替

わ
っ

た
の

だ
っ

た
。

1
5

大
分

県
立

杵
築

高
等

学
校

夢
見

た
少

女
ﾕﾒ

ﾐﾀ
ｼｮ

ｳｼ
ﾞｮ

今
も

ど
こ

か
で

い
じ

め
を

受
け

て
い

る
そ

の
人

に
、

い
じ

め
を

し
て

い
る

あ
の

人
に

、
ど

う
し

て
い

じ
め

に
発

展
し

て
し

ま
っ

た
の

か
、

そ
の

原
因

は
、

終
わ

ら
せ

る
た

め
の

解
決

法
は

？
と

い
っ

た
こ

と
を

考
え

て
ほ

し
く

て
制

作
に

取
り

組
み

ま
し

た
。

現
実

味
は

あ
ま

り
な

い
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、

私
た

ち
の

願
い

を
理

想
を

ち
り

ば
め

ま
し

た
。

い
つ

ま
で

も
お

わ
ら

な
い

い
じ

め
を

少
し

で
も

抑
制

で
き

た
ら

と
思

い
ま

す
。

病
院

で
目

覚
め

た
ゆ

め
こ

。
彼

女
は

と
も

だ
ち

か
ら

の
い

じ
め

を
苦

に
、

飛
び

降
り

自
殺

を

図
っ

た
の

だ
っ

た
。

目
覚

め
た

ゆ
み

こ
の

前
に

現
れ

た
の

は
彼

女
を

死
に

追
い

込
ん

だ
友

だ
ち

だ
っ

た
。

ゆ
み

こ
に

謝
り

、
許

し
あ

い
、

こ
れ

か
ら

新
し

い
ゆ

み
こ

の
人

生
が

始
ま

る
。

し
か

し
、

そ
れ

は
ゆ

み
こ

の
夢

の
中

で
の

出
来

事
だ

っ
た

。

研
究

発
表

№
学

校
タ

イ
ト

ル
ﾌﾘ

ｶﾞ
ﾅ

要
旨

1
大

分
県

立
三

重
総

合
高

等
学

校
時

間
に

よ
る

声
量

の
違

い
ｼﾞ

ｶﾝ
ﾆﾖ

ﾙｾ
ｲﾘ

ｮｳ
ﾉﾁ

ｶﾞ
ｲ

0

2
大

分
県

立
大

分
上

野
丘

高
等

学
校

9
0
秒

の
可

能
性

ｷｭ
ｳｼ

ﾞｭ
ｳﾋ

ﾞｮ
ｳﾉ

ｶﾉ
ｳｾ

ｲ

ア
ナ

ウ
ン

ス
の

原
稿

を
書

く
際

、
私

た
ち

は
様

々
な

要
素

を
考

慮
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
例

え
ば

題
材

や
文

章
構

成
、

書
き

出
し

方
、

セ
リ

フ
な

ど
で

す
。

私
た

ち
は

ア
ナ

ウ
ン

ス
原

稿
に

無
限

の
可

能
性

が
あ

る
と

考
え

ま
す

。
９

０
秒

で
何

を
ど

う
伝

え
る

か
。

過
去

大
会

の
決

勝
進

出
者

の
原

稿
か

ら
傾

向
を

ま
と

め
ま

し
た

。
こ

の
研

究
発

表
が

皆
さ

ん
の

ア
ナ

ウ
ン

ス
原

稿
を

書
く

際
の

参
考

に
な

れ
れ

ば
幸

い
で

す
。
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